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採用動向・
雇用環境調査結果

徳
川
家
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
旅

駿府城でヨーロッパ諸国との
外交を展開した家康

産業遺産

㈱東海軒 駅弁ラベル

世界が見える

日興美術㈱

味な店

イタリア料理 ダ・イケダ

会員アンケート調査結果

新会員ご紹介
（12月～1月入会分）

わが社自慢の
商品・サービス





安心・便利な地域密着型！　新鮮なままお届けします！

配達エリア
葵区・駿河区・清水区
藤枝市・焼津市

入会金
年会費無料

1回のお買上げ金額の合計が
4,000円以上で

4,000円以下の場合は1回につき300円（税込）かかります
配達送料無料 ※「しずてつストアネットスーパー」のご利用にはパソコンでのインターネット環境が必要となります。

ネットスーパー専用ホームページ
http://netsuper.s-store.co.jp

しずてつネットスーパー 検索

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

商工会議所
セミナー・イベント カレンダー

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

★税務相談会(～3/14 静)

★先進商店街・商業施設視察会（神奈川県藤沢市他）

★第10回ビジネス会計試験

★営業力強化セミナー（静）

★マル経資金説明相談会(静・清)

★法律相談会(静)　★常議員会（県立総合病院）

★許認可・著作権相談会(静)

★新入社員養成セミナー（～3/16 静清）

★清水エスパルスＶＳサンフレッチェ広島（アウスタ）

★許認可・著作権相談会(静)

★法律相談会(静)　★経営安定セミナー(清)　★議員総会(静)

★夜間法律・税務相談会(清)　★発明・特許相談会(静)

★ＩＴ・情報化相談会(清)　★発明・特許相談会(清)

★清水エスパルスＶＳコンサドーレ札幌（アウスタ）

平成24年3月1日発行 第24号（毎月1日発行）

▶セミナー・イベント情報満載のメールマガジン発信中
　申込み http://www.shizuoka-cci.or.jp

★創業・起業相談会(静)
★『静流』大人の社会科見学ツアー（～3/7 静岡市内）

★ＩＴ・情報化相談会(静・清)　★創業・起業相談会(清)
★マル経資金説明相談会(静・清)

★融資相談会(静)
★第100回記念しみず新事業創出研究会記念講演・交流会（清）

★司法書士相談会(静)　★融資相談会(清)　★BCP相談会(静)
★マル経資金説明相談会(静・清)　★健康相談(静)
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月駿府城でヨーロッパ諸国との外交を展開した家康
郷土歴史研究家  黒澤 脩氏

徳川家康公と駿府

特集：情報文化部会
徳川家ゆかりの地をめぐる旅
駿府城、臨済寺、静岡浅間神社、静岡市文化財資料館、
浮月楼、宝台院、久能山東照宮、清見寺

世界が見える
日興美術㈱
代表取締役社長　櫻井幹一郎さん

オーレ！エスパルス！
アフシン・ゴトビ監督
われらオレンジサポーター！
㈱ベイプレスセンター

しごとなでしこ
竹内裕美さん
静岡の未来
渡邉久寿さん

しずおか産業遺産
㈱東海軒 駅弁ラベル

しずおか味な店
イタリア料理 ダ・イケダ

わが社自慢の商品・サービス
庄や静岡南口店、四季の味 彩香（㈲カサイ）、寿し乃
む佐志、ホテルサンルート清水（㈱東亜産業）、割烹田
なべ、レストランAOKI、清水魚㈱、手打ち蕎麦たがた
（㈱ＡＲＩＧＡＴＯ）、㈲お茶の勝山園、焼きたてパンのお
店モンパルナス、静岡おでんのおがわ、㈱水上房吉商
店、㈱東海軒、かつせん、おもいでの宿 湯の島館、マ
キノ、アクアショップピスケス、㈱ＪＣＬｉｎｋ、エイケン工
業㈱、矢崎化工㈱静岡支店、社会福祉法人 明光会、
大生機設㈱、㈱上田紙工機、㈱興農園、十慈会あんど
う鍼灸接骨院、静岡セントラル商事㈱、ディズニーフィ
ギュアコレクターショップ（萩原建築模型）、㈳茶道裏
千家淡交会静岡支部、プラネット・プランター、HEDS

平成23年度
会員アンケート調査結果

平成23年度
採用動向・雇用環境 調査結果

「静岡まつり」「廿日会祭」
協賛企業名簿
全国推奨観光土産品審査会
で2社が入賞
「静岡伝統芸能振興会」発足、
新人芸妓を募集

当所広報誌「Sing」が
優秀賞を受賞
遊休機械無償マッチング
支援プロジェクト
会員ビジネス交流会を開催

新会員ご紹介
（12月～１月入会）

元和２年（1616）１月22日、徳川家康公は激しい腹痛に襲われました。
病状は回復せず、死期を悟った家康公は、家臣に「遺体は久能山に納
め、葬儀は増上寺で行い、位牌は三河の大樹寺に立て、一周忌が過ぎ
たら日光に小さきお堂をたて、そこに勧請せよ。関八州の鎮守となる」と
遺言。４月17日、75歳の生涯を結ばれました。遺骸は久能山に遷され、
ニ代将軍・秀忠公は、家康公を祀る神社の造営を命じました。大工棟梁
の中井正清は、１年７ヶ月で久能山東照宮（平成22年12月、国宝に指
定）を建てました。
家康公の人形制作はアトリエサンゴ。 http://sango.exblog.jp/

表紙／久能山東照宮と徳川家康公

静岡商工会議所共済制度の
ご案内
・生命共済制度
・特定退職金共済制度



徳
川
家
康
公

と
駿
府

昭和21年（1946）生まれ。静

岡市教育委員会事務局参与

を最後に退職。現在は静岡市

教育委員会のスペシャリスト

派遣事業で、小中学生の「郷

土学習」を対象とした出前講

座を通じ、「静岡と日本文化」

を大切にする心を子供たちに

伝えている。

経歴

大
航
海
時
代
の
洗
礼
を
受
け
た
家
康

　

イ
タ
リ
ア・ス
ペ
イ
ン・ポ
ル
ト
ガ
ル
は
15
世
紀
、新
世
界
へ

向
か
って
大
海
原
に
船
出
し
た
。大
航
海
時
代（Golden 

A
ge of Exploration

）の
幕
開
け
で
あ
る
。そ
れ
が
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見（
１
４
９
２
）、バ
ス
コ・ダ・

ガ
マ
の
イ
ン
ド
航
路
発
見（
１
４
９
８
）で
あ
る
。こ
の
波

紋
が
日
本
に
到
着
す
る
の
は
50
年
後
、ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

種
子
島
漂
着
で
あ
っ
た
。徳
川
家
康
誕
生
の
翌
年
で
あ

り
、続
い
て
家
康
７
歳
の
時
、キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
。

　

日
本
の
大
航
海
時
代
の
頂
点
は
、家
康
の
駿
府
大
御

所
時
代
で
あ
っ
た
。こ
の
間
、家
康
は
技
術
革
新
を
高

め
、「
鉄
砲
生
産・銀
山
開
発
は
世
界
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て

い
た
」と
ウ
ィ
リ
ア
ム・ア
ダ
ム
ズ
は
記
録
に
残
し
た
。

徳
川
家
康
の
最
初
の
国
際
外
交

　

家
康
最
初
の
国
際
外
交
は
慶
長
12
年（
１
６
０
７
）、

朝
鮮
王
朝
と
の
国
交
回
復
で
あ
っ
た
。秀
吉
の
朝
鮮
侵

略
に
よ
り
混
乱
し
た
日・朝
関
係
修
復
で
あ
り
、家
康
は

朝
鮮
通
信
使
を
日
本
に
招
待
し
善
隣
友
好
外
交
を
行

っ
た
。こ
れ
ぞ
世
界
外
交
史
の
中
で
、大
き
く
評
価
さ
れ

る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
ス
ペ
イ
ン
の
遭
難
船
を
救
助
し
、乗
組
員
を
ア

ダ
ム
ズ
造
船
の
日
本
最
初
の
帆
船
で
メ
キ
シ
コ
に
送
り

届
け
た
。慶
長
15
年（
１
６
１
０
）の
こ
と
で
あ
る
。「
駿

府
大
御
所
派
墨
使
節
」と
し
て
記
憶
す
べ
き
世
界
的
快

挙
で
あ
る
。田
中
勝
介
が
使
節
団
長
で
、以
下
22
人
の

日
本
人
が
航
海
技
術
を
学
び
な
が
ら
ア
カ
プ
ル
コ
ま
で

の
航
海
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
感
謝
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
、ビ
ス
カ
イ
ノ
答

礼
大
使
を
駿
府
に
派
遣
し
、友
好
の
証
し
と
し
て
国
王

の
時
計
を
家
康
に
贈
呈
し
た
。こ
れ
が
久
能
山
東
照
宮

に
現
存
す
る
重
文
の
時
計
で
、駿
府
と
大
航
海
時
代
の

ており、本図は、その様子を描いたものと推定されています。（写真撮影：山﨑信一氏、写真提供：九州国立博物館）



パ
の
国
と
日
本
が
、は
じ
め
て
実
施
し
た
外
交
交
渉
で

あ
る
。ポ
イ
ク
は
、『
駿
府
旅
行
記
』を
著
し
て
駿
府
城

で
活
躍
す
る
ア
ダ
ム
ズ
に
も
言
及
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
王
使
節
、駿
府
へ

　

イ
ギ
リ
ス
使
節
の
来
日
は
、慶
長
18
年（
１
６
１
３
）で

オ
ラ
ン
ダ
よ
り
４
年
後
に
駿
府
に
来
た
。立
役
者
は
ア
ダ

ム
ズ
で
、『
日
本
に
来
た
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
人
』（
Ｐ・Ｇ・ロ

ジ
ャ
ー
ズ
著
）に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
時
、来
日

し
た
イ
ギ
リ
ス
船
を
目
撃
し
た
ス
ペ
イ
ン
商
人
ア
ビ
ラ・

ヒ
ロ
ン
は
、「
イ
ギ
リ
ス
国
王
か
ら
は
、昨
年
の
１
６
１
３

年
、日
本
の
国
王（
家
康
）への
使
節
を
乗
せ
た
ま
こ
と
に

美
し
い
船
が
来
航
し
た
」（『
日
本
王
国
記
』）と
興
奮
を

交
え
て
記
録
し
た
。ス
ペ
イ
ン
に
代
わ
っ
て
世
界
に
台
頭

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
威
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

使
節
が
英
国
に
持
ち
帰
っ
た
家
康
の
国
書
は
、オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
日
本
研
究
図
書
館
に
現
存
し
、筆
者
は

駿
府
城
天
守
閣
調
査
の
出
張
で
拝
見
さ
せ
て
戴
い
た
。

経
緯
を
説
明
す
る「
物
の
世
界
遺
産
」に
も
匹
敵
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

皇
帝
と
呼
ば
れ
た
駿
府
の
家
康

　

駿
府
で
家
康
に
接
し
た
外
国
使
節・宣
教
師・商
人

ら
は
、家
康
を「
皇
帝・日
本
皇
帝・日
本
国
王・内
府
様・

将
軍・大
将
軍・国
王・大
王
」と
最
大
級
の
敬
意
を
持
っ

て
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
記
録
に
鮮
明
に
残
さ
れ
て
い
る
。

大
御
所
家
康
の
存
在
は
、想
像
を
絶
す
る
ス
ケ
ー
ル
で

海
外
に
も
そ
の
名
が
光
り
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

慶
長
14
年
５
月
30
日
、オ
ラ
ン
ダ
国
王
使
節
が
来
日

し
た
。オ
ラ
ン
ダ
が
、幕
府
公
式
の
外
交
記
録（『
異
国
日

記
』）に
記
載
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。使
節

の
中
心
人
物
は
、ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
ニ
コ
ラ
ー
ス・ポ
イ
ク
で
、

和
暦
６
月
26
日
に
平
戸
を
出
発
。共
和
国
連
邦
総
督

オ
ラ
ン
ニェ
公
の
親
書
を
携
え
て
駿
府
城
へ
向
か
っ
た
。駿

府
城
で
締
結
さ
れ
た
日
蘭
外
交
交
渉
で
、家
康
は
正
式

に
平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
設
置
を
許
し
た
。ヨ
ー
ロッ

黒澤脩さんが選ぶ
徳川家康公を表現する一文字。

家康は、優れた人物から耳学問で最
高の教養を身に付けていた。

著書のご紹介

静岡新聞社　1575円（税込）
「ジパングの王様  徳川家康」

「日本国（ジパング）の王様」と呼ば
れ、ヨーロッパ諸国を相手に華麗
なる国際外交を展開した大御所・
家康。駿府・静岡を舞台に活躍し
た真の姿に迫る。

だ
い
ふ
さ
ま

「南蛮船駿河湾来航図屏風」（部分、九州国立博物館所蔵） 慶長12年（1607）、清見寺に逗留していた朝鮮通信使一行が駿河湾に停泊していた南蛮船についての記録を残し　



　　　

天
正
14
年（
1
5
8
6
）、五
カ
国
の
大

名
と
し
て
浜
松
城
か
ら
駿
府
に
移
っ
た
家

康
は
、駿
府
今
川
館
の
跡
地
に
駿
府
城
を

築
き
、天
正
17
年
ま
で
に
天
守
閣
を
は
じ

め
二
ノ
丸
ま
で
の
駿
府
城
を
完
成
。翌

年
、家
康
は
、秀
吉
の
命
に
よ
り
関
東
に

移
封
さ
れ
、中
村
一氏
が
城
主
に
。

　

将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
っ
た
家
康
は
、

慶
長
12
年（
1
6
0
7
）に
駿
府
に
戻

り
、天
正
期
の
駿
府
城
に
三
ノ
丸
を
拡

張
し
、天
守
な
ど
を
修
築
。同
時
に
、駿

府
の
町
割
り
や
安
倍
川
の
治
水
事
業
に

取
り
組
み
、現
在
の
市
街
地
の
原
型
を

造
り
あ
げ
ま
し
た
。駿
府
は
、政
治・経

済・文
化
の
中
心
地
と
し
て
黄
金
時
代
を

迎
え
ま
す
。寛
永
12
年（
1
6
3
5
）、

城
下
よ
り
出
火
し
、城
内
の
大
半
を
焼

失
。寛
永
15
年
に
御
殿
・
櫓
・
城
門
等
は

再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、天
守
は
再
建
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
3
年
〜
9
年
に
各
城
門
は
払
い

下
げ
ら
れ
、取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。現
在

の
東
御
門・巽
櫓
は
、寛
永
15
年
に
再
建

さ
れ
た
城
門
を
静
岡
市
内
の
旧
家
に
残

さ
れ
て
い
た
指
図
に
基
づ
い
て
30
億
円
で

再
建
し
た
も
の
。

　

東
御
門
内
に
は
大
御
所
時
代
の
駿
府

城
と
城
下
町
に
つ
い
て
の
展
示
が
あ
り
、

巽
櫓
内
に
は
臨
済
寺「
竹
千
代
手
習
い
の

間
」の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
。

　

本
丸
跡
に
は
、家
康
お
手
植
え
み
か
ん

（
県
指
定
天
然
記
念
物
）、堤
達
男
作
の

大
御
所
時
代
の
家
康
像
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

情
報
文
化
部
会
特
集

　

静
岡
商
工
会
議
所
の
情
報
文
化

部
会
役
員
６
名（
部
会
長
：
曽
根
正

弘
氏
、副
部
会
長
：
北
村
敏
廣
氏
、

梶
明
夫
氏
、曽
根
伸
治
氏
、柴
山
修

作
氏
、西
貝
誠
一
氏
）は
２
月
10
日
、

郷
土
史
家・黒
澤
脩
氏
の
案
内
で
、静

岡
市
に
点
在
す
る
徳
川
家
ゆ
か
り
の

地
を
め
ぐ
る
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
に
久
能
山
東
照

宮
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、久
能
山
を

訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
し
て
お
り
、

徳
川
家
康
の
没
後
四
百
年
に
あ
た
る

平
成
27
年
に
は
、久
能
山
東
照
宮
で

御
鎮
座
四
百
年
大
祭
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、家
康
ゆ
か
り
の
地
を
め

ぐ
る
旅
を
定
番
化
し
て
、静
岡
市
を

訪
れ
る
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、家

康
と
静
岡（
駿
府
）と
の
結
び
つ
き
の

強
さ
を
内
外
に
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
部
会
特
集
で
は
、旅
の
見

ど
こ
ろ
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

9
時
35
分

10
時
35
分

1

家
康
が
今
川
館
跡
に
築
い
た
城

駿府城二ノ丸東御門・巽櫓の前で記念撮影

右
／
駿
府
城
天
守
閣
模
型

左
／
二
ノ
丸
東
御
門
の
青
銅
し
ゃ
ち
ほ
こ



　　

臨
済
寺
は
、今
川
氏
輝
の
菩
提
寺
と

し
て
今
川
義
元
が
創
建
し
、住
持
と
し
て

太
原
雪
斎
を
迎
え
ま
し
た
。雪
斎
は
天

文
18
年（
1
5
4
9
）、三
河
安
祥
の
戦

い
に
大
軍
を
率
い
て
出
陣
し
、織
田
家
に

人
質
と
し
て
捕
え
ら
れ
て
い
た
松
平
竹

千
代（
後
の
家
康
）を
取
り
戻
し
ま
し

た
。

　

今
川
義
元
は
永
禄
3
年（
1
5
6
0
）

に
桶
狭
間
で
戦
死
す
る
ま
で
の
12
年
間

（
8
歳
〜
19
歳
）、竹
千
代
を「
人
質
」と

し
て
駿
府
に
抑
留
。雪
斎
に
教
育
さ
せ
、

元
服
の
と
き
に
は
義
元
の「
元
」の
字
を

与
え
て
松
平
元
信
と
改
名
さ
せ
、妹
の

娘
と
結
婚
さ
せ
、将
来
の
参
謀
と
し
て

育
て
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
堂（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

は
、家
康
が
天
正
15
年（
1
5
8
7
）に

再
建
し
た
も
の
で
、竹
千
代
手
習
い
の
間

が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。名
勝
庭
園
に

は
家
康
お
手
接
ぎ
の
西
湖
梅
、唐
椿
が

あ
り
ま
す
。修
行
寺
の
た
め
、通
常
は
拝

観
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、竹
千
代
手
習
い
の
間
は
、駿

府
城
二
ノ
丸
巽
櫓
内
で
レ
プ
リ
カ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

10
時
45
分

（
車
中
か
ら
）

2

家
康
が
人
質
時
代
に
学
ん
だ
寺

「竹千代手習いの間」
臨済寺の部屋を駿府城巽櫓内に復元展示

駿府城模型（寛永 12年の天守焼失後の姿を再現。）

1

5
6

7

8

2

3
4

ロープウェイ 久能山東照宮

浮
月
楼

宝
台
院

駿府大御所時代の家康像
（駿府城本丸跡 制作：堤達男氏）

徳川家ゆかりの地マップ（今回の訪問地のみ）



http://www.sunpu-park.jp/gomon/

駿
府
城
二
ノ
丸
東
御
門
・
巽
櫓

◎
開
館
時
間
／
９
時
〜
１
６
時
３
０
分

◎
入
館
料
／
一
般
２
０
０
円

◎
休
館
日
／
月
曜
日

　
（
祝
日・休
日
に
あ
た
る
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

０
８
５
５

　

静
岡
市
葵
区
駿
府
公
園
１-

１

◎
電
話
：
0
5
4-

2
5
1-

0
0
1
6　

臨
済
寺

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

０
８
８
５

　

静
岡
市
葵
区
大
岩
町
７-

１

　

※

修
行
寺
の
た
め
、通
常
は
拝
観
で
き
ま
せ
ん
。

12

　

家
康
は
今
川
家
の
人
質
時
代
、浅
間

神
社
で
元
服
式（
成
人
式
）を
行
い
ま
し

た
。武
田
信
玄
と
の
戦
争
で
は
、後
日
必

ず
再
建
す
る
と
約
束
し
、家
康
自
ら
火

を
放
ち
ま
し
た
。そ
し
て
天
正
14
年

（
1
5
8
6
）、五
カ
国
の
大
名
と
し
て
浜

松
城
か
ら
駿
府
に
移
る
と
、浅
間
神
社

を
造
営
し
ま
し
た
。

　

廿
日
会
祭
の
稚
児
舞（
ち
ご
ま
い
）は
、

大
御
所
家
康
が
建
穂
寺（
た
き
ょ
う
じ
）

に
参
拝
し
た
折
に
見
物
し
て
感
動
し
、浅

間
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
。静
岡
ま
つ
り

の
大
御
所
花
見
行
列
は
、家
康
が
大
名・

旗
本
を
連
れ
て
浅
間
神
社
に
花
見
に
出

か
け
た
故
事
を
再
現
し
た
も
の
。

　

三
代
将
軍・家
光
は
、家
康
の
遺
志
を

継
い
で
巨
費
を
投
入
し
て
立
派
な
社
殿

を
寄
進
し
ま
し
た
が
、火
災
で
焼
失
。　

　

現
在
の
社
殿
は
、文
化
年
間
以
後
、60

年
の
歳
月
を
か
け
て
再
建
し
た
も
の
で
、

国
指
定
重
要
文
化
財
。

　　

浅
間
神
社
で
の
元
服
式
で
家
康
が
着

用
し
た
腹
巻（
県
指
定
文
化
財
）、家
康

の
浅
間
神
社
造
営
勧
進
の
朱
印
状
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、企
画
展「
初
春 

東
海
道
旅

の
に
ぎ
わ
い
〜
華
ひ
ら
い
た
街
道
文
化

〜
」が
開
催
中
。大
名
行
列
や
庶
民
の
旅

で
に
ぎ
わ
っ
た
江
戸
時
代
の
東
海
道
を

『
東
海
道
図
屏
風
』、『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』、浮
世
絵
、旅
道
具
、旅
案
内
な
ど
で

紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

浮
月
楼
の
敷
地
は
、徳
川
幕
府
の
代

官
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
。

　

江
戸
城
を
無
血
開
城
し
た
十
五
代
将

軍・慶
喜
は
、慶
応
4
年（
1
8
6
8
）7

月
、水
戸
か
ら
海
路
、駿
府
に
移
り
、宝

台
院
に
蟄
居
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

旧
幕
臣
1
万
4
千
人
が
駿
府
に
移
住
。

欧
州
か
ら
帰
国
し
た
渋
沢
栄
一
も
駿
府

を
訪
れ
、日
本
で
最
初
の
株
式
会
社「
商

法
会
所
」を
こ
こ
に
設
立
。

　

明
治
2
年
10
月
、渋
沢
栄
一は
謹
慎
の

明
け
た
慶
喜
に
屋
敷
を
渡
し
ま
し
た
。こ

の
と
き
、池
泉
回
遊
式
庭
園
が
作
ら
れ
、

慶
喜
は
20
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　　

10
時
50
分

11
時
20
分

11
時
20
分

11
時
50
分

12
時

13
時

5

3

4

家
康
が
元
服
式
を
行
っ
た
神
社

家
康
の
鎧
や
朱
印
状
を
展
示

最
後
の
将
軍・慶
喜
の
屋
敷
跡

家
康
が
浅
間
神
社
に
奉
納
し
た
稚
児
舞（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

家
康
が
元
服
式
で
着
用
し
た
紅
糸
威
腹
巻
（
鎧
）（
県
指
定
文
化
財
）

右
／
十
五
代
将
軍・徳
川
慶
喜

左
／
慶
喜
の
書「
万
事
、花
の
下
に
酔
う
に
し
く
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　

百
年
、夢
の
中
に
狂
う
に
似
た
り
」



http://www.city.shizuoka.jp/
deps/bunkazai/bunkazai_
hogo_siryoukan_index.html

静
岡
市
文
化
財
資
料
館

◎
開
館
時
間
／
９
時
〜
１
６
時
３
０
分

◎
入
館
料
／
一
般
２
０
０
円
、

◎
休
館
日
／
月
曜
日
、祝
日
の
翌
日

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

0
8
6
8

　

静
岡
市
葵
区
宮
ヶ
崎
町
１
０
２

◎
電
話
／
０
５
４-

２
４
５-

３
５
０
０

静
岡
浅
間
神
社

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

0
8
6
8

　

静
岡
市
葵
区
宮
ヶ
崎
町
１
０
２-

１

◎
電
話
／
０
５
４-

２
４
５-

１
８
２
０　

http://www.shizuokasengen.net/http://www.fugetsuro.co.jp

浮
月
楼

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

０
8
5
2

　

静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
１
１-

１

◎
電
話
／
０
５
４-

２
５
２-

0
1
3
1　
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家
康
の
側
室
で
二
代
将
軍・秀
忠
の
生

母(

西
郷
の
局)
は
天
正
14
年
、家
康
と
と

も
に
駿
府
城
に
入
り
ま
し
た
が
、苦
労

多
く
、３
年
後
に
38
歳
で
亡
く
な
り
、龍

泉
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
康
は
慶
長
９
年
、龍
泉
寺
を
紺
屋

町
に
移
し
、自
画
像
な
ど
を
寄
進
。

　

家
康
没
後
、秀
忠
は
駿
府
城
に
安
置

さ
れ
て
い
た
家
康
の
念
持
仏・白
本
尊
阿

弥
陀
如
来
立
像
を
龍
泉
寺
に
寄
進
し
ま

し
た
。快
慶
の
作
と
い
わ
れ
、家
康
が
19

歳
の
時
、松
平
家
の
菩
提
寺・大
樹
寺（
岡

崎
市
）か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
。

　

そ
の
後
、秀
忠
は
現
在
地
に
大
伽
藍

を
建
て
、宝
台
院
に
改
名
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
将
軍
・
慶
喜
は
慶
応
4
年
〜

明
治
2
年
、宝
台
院
に
蟄
居
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

久
能
山
に
は
、今
川
時
代
ま
で
久
能

寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、武
田
信
玄
の
時

代
に
久
能
山
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
を
駿
府
城
で
過
ご
し
た
家
康

は
、元
和
２
年（
１
６
１
６
）４
月
１７
日
に

７５
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。亡
く
な

る
直
前
、家
康
は
家
臣
た
ち
に「
遺
骸
は

久
能
山
に
埋
葬
す
る
こ
と
」を
託
し
ま

し
た
。

　

遺
骸
は
た
だ
ち
に
久
能
山
に
遷
さ
れ
、

二
代
将
軍・秀
忠
は
家
康
を
祀
る
神
社
の

造
営
を
命
じ
ま
し
た
。大
工
棟
梁
に
は

中
井
正
清
が
選
ば
れ
、同
年
５
月
に
着

工
、１
年
７
ヶ
月
で
建
て
ら
れ
た
の
が
久

能
山
東
照
宮
で
す
。

　

社
殿
は
当
時
最
高
の
建
築
技
術
・
芸

術
が
結
集
さ
れ
た
権
現
造
り
様
式
で
、

全
国
に
造
営
さ
れ
た
東
照
宮
の
原
型
。

久
能
山
東
照
宮
は
、名
古
屋
城
・
仁
和

寺・二
条
城
な
ど
を
手
が
け
た
中
井
正
清

の
晩
年
の
傑
作
と
の
評
価
か
ら
、平
成
２２

年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
、ス
ペ
イ
ン
国
王
が
家
康

に
贈
っ
た
洋
時
計
、家
康
の
遺
品
、歴
代

将
軍
の
武
具・装
束
な
ど
が
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。　

13
時
5
分

13
時
35
分

14
時
10
分

14
時
15
分

14
時
15
分

15
時
30
分

6

7

日
本
平
か
ら
久
能
山
ま
で
空
中
散
歩

二
代
将
軍・秀
忠
の
母
の
菩
提
寺

徳
川
家
康
を
祀
る
神
社

駿
府
城
に
安
置
さ
れ
て
い
た
家
康
の

念
持
仏
・
白
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

家康の遺骸が眠る御廟所
（国指定重要文化財）

スペイン国王フェリーペ三世からの
土産としてビスカイノ大使が家康に
献上した洋時計（国指定重要文化財）



宝
台
院

◎
拝
観
時
間
／
９
時
〜
１７
時

◎
拝
観
料
／
大
人
２
０
０
円

◎
休
館
日
／
土・日・祝
日・年
末
年
始・お
盆
期
間

◎
所
在
地
／
〒
４
２
０-

０
０
３
４

　

静
岡
市
葵
区
常
磐
町
２
丁
目
１３-

２

◎
電
話
／
０
５
４-

２
５
２-

１
０
１
９　

久
能
山
東
照
宮

◎
社
殿・博
物
館
共
通
拝
観
料
／
大
人
８
０
０
円

◎
所
在
地
／
〒
４
２
2-

8
0
1
1

　

静
岡
市
駿
河
区
根
古
屋
３
９
０

◎
電
話
／
０
５
４-

２
３
７-

２
４
３
８

清
見
寺

◎
拝
観
料
／
大
人
３
０
０
円
、

◎
所
在
地
／
〒
４
２
４-

０
２
０
６

　

静
岡
市
清
水
区
興
津
清
見
寺
町
４
１
８-

１

◎
電
話
／
０
５
４-

３
６
９-

０
０
２
８　

http://www.houdaiin.jp/http://www.toshogu.or.jphttp://seikenji.com
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家
康
は
今
川
家
の
人
質
時
代
、清
見

寺
住
職・太
原
和
尚
か
ら
教
育
を
受
け

ま
し
た
。

　

後
年
、大
御
所
と
し
て
駿
府
に
戻
る

と
、当
時
の
住
職・大
輝
和
尚
に
帰
依
し
、

再
三
に
わ
た
って
清
見
寺
に
来
遊
し
ま
し

た
。慶
長
12
年（
1
6
0
7
）、朝
鮮
王

朝
と
の
国
交
を
回
復
す
る
た
め
、

4
6
7
名
の
朝
鮮
使
節
団
の
来
日
を
実

現
さ
せ
、そ
の
大
切
な
使
節
の
宿
舎
と
し

て
清
見
寺
を
選
び
ま
し
た
。

　

清
見
寺
に
は
、家
康
手
習
之
間
、家
康

が
五
木
三
石
を
配
し
た
名
勝
庭
園
、家

康
お
手
接
ぎ
の
臥
龍
梅
、駿
府
城
で
家

康
と
対
面
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
正
使
・

副
使・参
事
官
の
七
言
絶
句
三
首
の
扁
額

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。家
康
の
三
女・

静
照
院
は
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像
と
大
方

丈
の
大
玄
関
を
寄
進
。

　

清
見
寺
は
こ
れ
ら
の
因
縁
に
よ
り
葵

の
紋
を
許
さ
れ
、江
戸
時
代
に
は
2
0
0

余
石
の
朱
印
地
を
有
し
、徳
川
一
門
の
帰

依
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
時
30
分

15
時
35
分

16
時

17
時

　

元
静
岡
市
職
員
で
、平
成
５
年
〜
11

年
に
主
席
調
査
員
と
し
て
駿
府
城
天

守
の
史
料
の
収
集
を
担
当
し
た
黒
澤

脩
さ
ん
は
、「
駿
府
城
天
守
の
再
建
は

可
能
」と
主
張
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由

と
し
て
、次
の
３
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
日
光
東
照
宮
と
紀
州
東
照
宮
の
絵

　

巻
に
描
か
れ
た
駿
府
城
天
守
の
形

　

が一
致
し
て
い
る
こ
と
。

②
駿
府
城
天
守
の
装
飾
の
特
徴
は
、

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵『
駿
府
政
事

　

録
』を
は
じ
め
７
つ
の
古
文
書
に
記

　

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
駿
府
城
を
建
設
し
た
幕
府
の
大
工

　

頭
・
中
井
大
和
守
正
清
の
設
計
思

　

想
を
、現
存
す
る
二
条
城・江
戸
城・

　

名
古
屋
城
の
天
守
指
図
か
ら
応
用

　

し
て
推
定
で
き
る
こ
と
。

駿
府
城
天
守
の
再
建
は
可
能

案内役：郷土歴史研究家

黒澤 脩 氏

8

朝
鮮
通
信
使
を
も
て
な
し
た
寺

太原和尚から教育を受けた家康手習之間

慶長 12年通信使三使詩稿懸板
駿府城で家康と対面した朝鮮通信使の正使・副使・参事官の三使が残した詩稿を扁額にしたもの。（県指定文化財）

日光東照宮絵巻の駿府城天守

紀州東照宮絵巻の駿府城天守





⑸
採
用
で
き
な
い

　

理
由

採
用
で
き
な
い
理
由
に
つ

い
て
、「
景
気
の
先
行
き

が
不
透
明
」
が
60
％
、

「
目
先
の
人
件
費
増
が

重
荷
」が
32
％
と
な
っ

た
。

平
成
23
年
度

採
用
動
向・雇
用
環
境 

調
査
結
果

景
況
感
に
つ
い
て

〈
調
査
要
領
〉

実
施
時
期
：
平
成
24
年
１
月
13
日
〜
20
日

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

調
査
対
象
：
任
意
抽
出
し
た
会
員
事
業
所
４
０
０
社

回
答
社
数
：
１
７
８
社（
44・５
％
）

平
成
22
年
と
23
年
を
比
較
し
た
景
況
、

平
成
24
年
の
景
況
見
通
し
に
つ
い
て

平
成
23
年・24
年
と
も
に
厳
し
い
景
況
感

平
成
22
年
と
23
年
を
比
較
し
た
景
況
に
つい
て
み
る
と
、「
悪
く
な

っ
た
」が
50
％
、「
変
わ
ら
な
い
」が
36
％
、「
良
く
な
っ
た
」が
14
％
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、平
成
24
年
の
景
況
見
通
し
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
悪
く
な
る
」が
31
％
、「
変
わ
ら
な
い
」が
55
％
、「
良
く
な
る
」が

14
％
と
な
っ
た
。

平
成
24
年
度
の
採
用
動
向
に
つ
い
て

⑴
正
規
社
員
の

　

採
用
予
定
に
つ
い
て

正
規
社
員
の
採
用
予
定
に
つ

い
て
み
る
と「
採
用
予
定
あ

り
」が
従
業
員
数
50
人
以
下

で
36
％
、従
業
員
数
51
人
〜

99
人
で
60
％
、従
業
員
数
１

０
０
人
以
上
で
71
％
と
従
業

員
規
模
が
大
き
い
事
業
所
で

高
い
結
果
と
な
っ
た
。

⑵
採
用
の

　

目
的
に
つ
い
て

採
用
の
目
的
に
つ
い
て
み
る

と
、「
欠
員
の
補
充
」が
従
業

員
数
50
人
以
下
で
52
％
、従

業
員
数
51
〜
99
人
で
43
％
、

従
業
員
数
１
０
０
人
以
上
で

24
％
と
従
業
員
規
模
が
小
さ

い
事
業
所
で
高
い
結
果
と
な

っ
た
。ま
た
、「
人
材
確
保
」が

従
業
員
数
50
人
以
下
で
32

％
、従
業
員
数
51
人
〜
99
人

で
47
％
、従
業
員
数
１
０
０

人
以
下
で
67
％
と
従
業
員
規

模
が
大
き
い
事
業
所
で
高
い

結
果
と
な
っ
た
。

⑶
採
用
す
る

　

人
材
に
つ
い
て

採
用
す
る
人
材
に
つ
い
て
み

る
と
、「
即
戦
力
を
採
用
」は

従
業
員
数
50
人
以
下
で
42

％
、従
業
員
数
51
〜
99
人
で

27
％
、従
業
員
数
１
０
０
人

以
上
で
18
％
と
従
業
員
規
模

が
小
さ
い
事
業
所
で
高
い
結

果
と
な
っ
た
。

⑷
採
用
し
な
い

　

理
由
に
つ
い
て

採
用
し
な
い
理
由
に
つい
て
み

る
と
、「
人
手
は
必
要
だ
が
採

用
で
き
な
い
」が
従
業
員
数

50
人
以
下
で
32
％
、従
業
員

数
51
人
〜
99
人
で
29
％
、従

業
員
数
１
０
０
人
以
上
で
は

11
％
と
、従
業
員
規
模
が
小

さ
い
事
業
所
で
高
い
結
果
と

な
っ
た
。

平成22年と比較した現在の景況

平成24年の景況見通し

良くなった
14％

変わらない
36％

悪くなった
50％

変わらない
55％

悪くなる
31％

⑸採用できない理由

目先の
人件費増が
重荷　32%景気の

先行きが不透明
60%

希望する人材
が集まらない

4%

業績への効果
が見込めない
4%

良くなる
14％

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

36

採用予定
あり従業員規模

60

71

採用予定
なし

26

11

22

未定

14

18

42

⑴平成２４年度の正規社員の採用予定状況

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

人手は
適正従業員規模 人手は

過剰
人手は必要だが
採用できない

⑷採用しない理由

63

38

78

33

11

32

29

11

5

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

新卒者を
採用従業員規模 即戦力を

採用 両方

⑶採用する人材について

37

40

58

27

18

21

33

24

42

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

52

欠員の
補充従業員規模

43

24

業容拡大

8

3

人手不足
の緩和 人材確保

11

⑵採用目的

5

2

6

32

47

67



採
用
活
動
に
つ
い
て

⑴
採
用
活
動
で
力
を
入
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

採
用
活
動
で
力
を
入
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
み
る
と
、「
面
接
」が

１
４
４
社
と
最
も
高
く
、次
い
で
セ
ミ
ナ
ー・会
社
説
明
会
が
42
社
、

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
35
社
と
な
っ
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

⑴
平
成
21
年
１
月
か
ら

　

平
成
23
年
12
月
の

　

間
で
従
業
員
の

　
「
心
の
病
」の

　

状
況
に
つ
い
て

最
近
３
年
間
で
の
従
業
員
の

「
心
の
病
」の
状
況
に
つ
い
て
み

る
と
、「
い
な
い
」が
55
％
、「
横

ば
い
」が
31
％
、「
増
加
傾
向
」

が
10
％
、「
減
少
傾
向
」が
４
％

と
な
っ
た
。

⑹
新
卒
者
採
用
の

　

積
極
化
に
つ
い
て

新
卒
者
の
就
職
難
が
社
会
問

題
と
な
る
中
、新
卒
者
採
用

の
積
極
化
に
つ
い
て
は
、従
業

員
規
模
全
規
模
で「
積
極
化

の
考
え
は
な
い
」ま
た
は「
未

定
」が
約
70
％
以
上
を
占
め
、

特
に
従
業
員
数
50
人
以
下
で

は
91
％
を
占
め
る
結
果
と
な

っ
た
。

⑶「心の病」にかかっている従業員の年齢

３０代
33%

４０代
33%

⑴最近３年間での従業員の「心の病」の状況

横ばい
31%

いない
55%

１０代から２０代
16%

増加傾向
10%

減少傾向
4%

５０代以上
18%

⑶「
心
の
病
」に

　

か
か
っ
て
い
る

　

従
業
員
の

　

年
齢
に
つ
い
て

「
心
の
病
」に
つ
い
て
み
る

と
、10
歳
代
か
ら
20
歳
代
が

16
％
、30
歳
代
・
40
歳
代
が

と
も
に
33
％
、50
歳
代
が
18

％
と
な
り
、30
歳
代
と
40
歳

代
が
過
半
数
を
占
め
る
結

果
と
な
っ
た
。

⑵
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
組
に
つ
い
て

メ
ン
タ
ルヘル
ス
の
取
組
に
つい
て
み
る
と
、「
特
に
実
施
し
て
い
な
い
」

が
82
社
と
最
も
高
く
、次
い
で「
管
理
職
向
け
の
教
育
」が
35
社
と

な
っ
た
。

⑵
採
用
時
に
重
視
す
る
点

仕
事
や
社
会
生
活
で
必
要
な
基
礎
力
と
し
て
、採
用
時
に
重
視
す

る
点
に
つ
い
て
み
る
と
、「
実
行
力
」が
88
社
と
最
も
高
く
、次
い
で

「
柔
軟
性
」、「
規
律
性
」が
70
社
と
な
っ
た
。

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

従業員規模

⑹新卒者採用の積極化について

9

積極化を
検討

31

27

積極化の
考えはない

27

30

46

未定

42

43

45

150
（複数回答）

125

100

75

50

25

0

100

80

60

40

20

0

（複数回答）

⑴採用活動で力を入れている点

⑵メンタルヘルスの取組

面
接

セ
ミ
ナ
ー・会
社
説
明
会

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大
学
等
と
の
連
携

ナ
ビ
等
の
採
用
情
報
媒
体

筆
記
試
験（
適
正
検
査
）

内
定
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

そ
の
他

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

特
に
実
施
し
て
い
な
い

管
理
職
向
け
の
教
育

一
般
社
員
向
け
の
教
育

社
外
の
相
談
機
関
へ
の
委
嘱

休
職
者
の
職
場
復
帰
に
向
け
た

支
援
体
制
の
整
備

社
内
相
談
室
の
設
置

そ
の
他

144144144

424242
353535

222222 212121 181818 141414 141414
33 22

828282

353535
262626

212121
121212 121212

77

100
（複数回答）

80

60

40

20

0

⑵採用時に重視する点

実
行
力

柔
軟
性

規
律
性

主
体
性

創
造
力

状
況
把
握
力

傾
聴
力

課
題
発
見
力

計
画
力

働
き
か
け
力

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

発
信
力

888888

707070 707070
636363

373737
323232

232323
181818 171717

131313 111111
77



設
問
１
‥
静
岡
商
工
会
議
所
の
活
動
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

「
満
足
」と
一
定
の
評
価
を
し
て
い

る
方
が
７
割
以
上

設
問
２
‥
こ
れ
ま
で
静
岡
商
工
会
議
所
に

来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

設
問
３
‥
こ
れ
ま
で
に
当
会
議
所
職
員
が

貴
社
を
訪
問
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

会
員
事
業
所
へ
の
訪
問
は
５
割
程

度
に
と
ど
ま
る

１
．調
査
目
的

当
会
議
所
の
認
知
度
や
利
用
度
、

要
望
等
を
確
認
し
、会
員
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。

２
．実
施
時
期

平
成
24
年
１
月
13
日
〜
20
日

３
．調
査
方
法

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

４
．調
査
対
象

任
意
抽
出
し
た
会
員
事
業
所

１
２
０
０
社

５
．回
答
社
数

３
９
６
社（
回
答
率
３
３・０
％
）

調
査
結
果

満足している
22％

ある
80％

ある
55％

やや満足している
49％

やや物足りない
23％

ない
20％

ない
45％

物足りない
6％

８
割
の
会
員
の
方
に
来
所
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す

回答事業所の内訳
◆業種別

製造業
◆従業員規模別

小売業
建設業
卸売業
サービス業
その他
不　明
合　計

5人以下
6人～20人
21人～50人
51人～100人
101人～300人
301人以上
不　明
合　計

（社） （社）

76
37
57
36
151
1
38
396

108
61
64
97
25
3
38
396

　

昨
年
に
引
き
続
き
、今
年
度
も
商
工
会
議
所
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
、

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も「
会
員
満
足
度
日
本
一
」を
目
指
し
て
、会
員
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

平
成
23
年
度



設
問
６
‥
会
報
誌「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
」は
、ど
の

程
度
読
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

設
問
５
‥
当
会
議
所
に
最
も
力
を
入
れ
て
取
組
ん

で
ほ
し
い
事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
複
数
回
答
あ
り
）

設
問
４
‥
貴
社
が
利
用
し
た
、ま
た
は
利
用
し
た

こ
と
が
あ
る
当
会
議
所
の
事
業・サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
あ
り
）

　

そ
の
他
、当
商
工
会
議
所
の
事
業
活

動
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
や
ご
要
望
に

つ
い
て
お
聞
き
し
、以
下
の
よ
う
な
ご
意

見・ご
要
望
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
だ
っ
た
も
の
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

・
Ｉ
Ｔ
相
談
窓
口
が
常
時
あ
る
と
よ
い

・
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い

・
も
っ
と
講
習
会・セ
ミ
ナ
ー
等
を
増
や
し

て
ほ
し
い

・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
と
講
師
が
良
い
こ

と
が
多
く
、と
て
も
為
に
な
る

・
政
策
提
言
よ
り
も
経
営
支
援
面
の
取
り

組
み
を
充
実
し
て
ほ
し
い

・
特
退
共
の
積
立
現
況
報
告
の
お
知
ら
せ

が
な
く
な
り
大
変
不
便
で
あ
る

・
行
政
に
対
し
て
、地
元
小
規
模
企
業
に

も
っ
と
支
援
す
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
は

分
か
り
や
す
く
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
情

報
を
積
極
的
に
発
信
し
観
光
に
も
役
立

て
て
ほ
し
い

・
会
員
事
業
所
の
た
め
に
、も
っ
と
働
く
、働

け
る
職
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

・
会
報
誌
Ｓ
ｉｎｇ
の「
わ
が
社
自
慢
の
商

品
サ
ー
ビ
ス
」は
良
い
企
画
と
思
い
ま
す
。

設
問
７
‥
当
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

多
く
の
方
に
会
報
誌
が
読
ま
れ
て

い
る
結
果
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
認
知
度・利
用
度

の
向
上
は
今
後
の
課
題
に

毎月欠かさず
読む
28％

ほぼ毎月読む
52％

ほとんど
読んでいない
16％

まったく読んで
いない
4％

週に数回
見ている
1％ 月に数回

見ている
9％

年に数回見ている
41％

まったく
見たことがない

49％

講
習
会・セ
ミ
ナ
ー・視
察
会
へ
の
参
加
が

ト
ッ
プ

「
各
種
経
営
相
談
の
強
化
」の
要
望
が
ト
ッ

プ
、次
い
で「
雇
用
関
連
の
支
援
」の
順

ご
意
見・ご
要
望
に
つ
い
て

（件）

（件）

経
営
相
談

マ
ル
経
資
金
等
の
融
資
制
度

講
習
会・セ
ミ
ナ
ー・視
察
会

へ
の
参
加

各
種
会
議・交
流
会
へ
の
参
加

情
報
収
集

検
定
試
験

各
種
催
事・イ
ベ
ン
ト
の
実
施
協
力

共
済・保
険
制
度
へ
の
加
入

貸
会
議
室
の
利
用

貿
易
関
係
証
明
の
手
続
き

そ
の
他

各
種
経
営
相
談
の
強
化

販
路・市
場
開
拓
の
支
援

情
報
化
へ
の
支
援

国
際
事
業
展
開
へ
の
支
援

創
業・経
営
革
新・農
商
工

連
携
へ
の
支
援

も
の
づ
く
り
へ
の
支
援

雇
用
対
策・人
材
育
成
へ
の
支
援

後
継
者
育
成・事
業
承
継
へ
の
支
援

環
境
対
策
へ
の
支
援

行
政
へ
の
政
策
提
言

清
水
港・中
部
横
断
道
な
ど

基
盤
整
備
促
進

都
市
再
開
発
事
業
の
促
進

商
業
ま
ち
づ
く
り
の
振
興

観
光
振
興
の
推
進

広
報
な
ど
情
報
発
信
力
の
強
化

会
員
優
待
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

共
済・保
険・福
利
厚
生

事
業
の
充
実

そ
の
他
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全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
で

土
産
品
２
点
が
入
賞

　

当
商
工
会
議
所
が
支
援
す
る
会
員
事
業
所
の
土
産
品

が
、第
52
回
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
で
入
賞
し
ま

し
た
。入
賞
し
た
土
産
品
は
、㈱
小
川
履
物
の「
シ
コ
ロ
和
風

絵
入
り
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」（
日
本
専
門
店
会
連
盟
理
事
長
賞
）

と
清
水
魚
㈱
の「
ま
ぐ
ろ
の
力
」（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

努
力
賞
）。「
シ
コ
ロ
和
風
絵
入
り
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」は
、清
水

区
興
津
が
全
国
生
産
量
の
約
90
％
を
占
め
る
紙
布（
下
駄

の
表
貼
に
使
用
）を
使
い
、久
能
山
東
照
宮
の
社
殿
の
写
真

を
組
み
込
ん
だ
商
品
。「
ま
ぐ
ろ
の
力
」は
、マ
グ
ロ
の
ス
タ
ミ

ナ
源
と
言
わ
れ
る「
ア
ン
セ
リ
ン
」を
配
合
し
た
清
涼
飲
料
。

静
岡
塗
下
駄
の
伝
統
技
術
や
マ
グ
ロ
水
揚
げ
日
本
一を
誇
る

清
水
港
を
、今
後
も
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

「
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
」で
は

新
人
芸
妓
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

静
岡
市
内
の
伝
統
芸
能
を
支
援
し
、地
域
の
経
済
や
観
光
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

に
、静
岡
商
工
会
議
所
で
は「
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
芸
妓
文
化
の
伝
承
と
振
興
を
図
る
た
め
、以
下
の
内
容
に
て
新
人
芸
妓
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会（
事
務
局
：
静
岡
商
工
会
議
所

産
業
振
興
部
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
５
３-

３
４
０
１
）

﹇
新
人
芸
妓
募
集
の
概
要
﹈

応
募
資
格

静
岡
地
域
の
芸
妓
文
化
を
継
承
で
き
る
明
る
く
健
康
的
な
18
歳

以
上
の
女
性
。学
歴
・
資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他

面
接
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。新
人
優
遇
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

芸

種

立
方（
た
ち
か
た
：
踊
る
人
）、地
方（
ぢ
か
た
：
三
味
線
を
弾
く
人
）

応
募
締
切

平
成
24
年
３
月
16
日
㈮
ま
で

　

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
56
回
静
岡
ま
つ
り（
４
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰
）」と

「
平
成
24
年
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭（
４
月
１
日
㈰
〜
５
日
㈭
）」へ
の
協
賛
金
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。協
賛
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
業・団
体
の
皆
様
は

左
記
の
通
り
で
す
。

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
56
回
静
岡
ま
つ
り（
４
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰
）」と

回
静
岡
ま
つ
り（
４
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰
）」と

「
平
成
24
年
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭（
４
月
１
日
㈰
〜
５
日
㈭
）」へ
の
協
賛
金
の
ご
協

静
岡
ま
つ
り
・
廿
日
会
祭
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
い
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
／
㈱
ア
イ
ワ
不
動
産
／
ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱
／
㈱
青
山
工
務
店
／
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
静
岡
支
社

旭
産
業
㈱
／
ア
ス
テ
ィ
静
岡
／
㈱
石
川
四
方
蔵
商
店
／
㈱
市
川
園
／
市
川
土
木
㈱
／
㈱
稲
葉
商
店

㈱
宇
式
通
信
シ
ス
テ
ム
／
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱
静
岡
支
店
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
静
岡
支
店
／
㈱
エ
ヌ･

ビ
ー
中
根
屋

㈱
大
村
洋
品
店
／
荻
野

覚
／
㈱
岳
南
木
工
商
会
／
神
谷
木
材
㈱
／
木
内
建
設
㈱
／
起
立
木
工
㈱

久
保
田
建
設
㈱
／
久
保
田
建
装
㈱
／
㈱
小
山
園
茶
舗
／
コ
ロ
ナ
工
業
㈱
／
㈲
近
藤
リ
ー
ス
／
㈱
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ

静
岡
委
託
商
事
㈲
稲
森
パ
ー
キ
ン
グ
／
静
岡
英
文
印
刷
㈱
／
静
岡
駅
ビ
ル
パ
ル
シ
ェ
／
静
岡
ガ
ス
㈱

㈱
静
岡
銀
行
本
店
営
業
部
／
㈳
静
岡
建
設
業
協
会
／
静
岡
県
遊
技
業
協
同
組
合
／
㈱
静
岡
コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー

㈲
静
岡
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
／
静
岡
市
商
店
会
連
盟
／
静
岡
市
水
産
物
商
業
協
同
組
合
／
静
岡
市
農
業
協
同
組
合

静
岡
商
工
会
議
所
／
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
／
し
ず
お
か
信
用
金
庫
／
静
岡
青
果
物
商
業
協
同
組
合

㈱
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
／
㈱
静
岡
中
央
銀
行
静
岡
支
店
／
静
岡
中
央
タ
ク
シ
ー
㈱
／
静
岡
鉄
道
㈱
／
静
岡
東
海
証
券
㈱

静
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
／
静
岡
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
／
㈱
静
岡
中
島
屋
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
／
静
岡
ビ
ル
保
善
㈱

静
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
／
静
鉄
建
設
㈱
／
㈱
静
鉄
ス
ト
ア
／
静
鉄
タ
ク
シ
ー
㈱
／
司
法
書
士
法
人
つ
か
さ

清
水
運
送
㈱
／
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
／
清
水
エ
ル・エ
ヌ
・
ジ
ー
㈱
／
㈱
清
水
銀
行
／
㈱
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
／
㈱
正
悦

㈲
寿
し
幸
本
店
／
㈱
鈴
木
塗
装
工
務
店
／
鈴
与
㈱
／
鈴
与
グ
ル
ー
プ
／
ス
タ
ー
精
密
㈱
／
ス
ル
ガ
銀
行
／
駿
府
楽
市

静
清
信
用
金
庫
／
清
和
海
運
㈱
／
㈱
綜
合
設
計
事
務
所
／
第
一
建
設
㈱
／
第
一
倉
庫
㈱

大
同
生
命
保
険
㈱
静
岡
支
社
／
大
日
紙
業
㈱
／
㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
松
坂
屋
静
岡
店
／
田
中
産
商
グ
ル
ー
プ

㈱
田
丸
屋
本
店
／
㈱
タ
ミ
ヤ
／
㈱
竹
酔
／
中
央
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
／
中
部
電
力
㈱
静
岡
営
業
所

㈱
テ
レ
ビ
静
岡
／
㈱
天
神
屋
／
㈱
天
龍
／
㈱
東
海
軒
／
東
海
澱
粉
㈱
／
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

東
光
ガ
ー
ド
㈱
／
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
静
岡
㈱
／
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
静
岡
㈱
／
永
田
部
品
製
造
㈱
／
ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
㈱

夏
目
電
気
工
業
㈱
／
㈱
ニ
ッ
セ
ー
日
本
平
ホ
テ
ル
／
日
本
通
運
㈱
静
岡
支
店
／
日
本
軽
金
属
㈱
清
水
工
場

日
本
電
話
施
設
㈱
静
岡
支
店
／
野
桜
本
店
／
野
村
證
券
㈱
静
岡
支
店
／
羽
衣
タ
ク
シ
ー
㈱
／
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

㈱
ピ
ー
エ
ー
シ
ー
／
富
士
工
業
㈱
／
不
二
木
材
工
業
㈱
静
岡
営
業
所
／
平
和
み
ら
い
㈱
／
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

㈱
松
岡
カ
ッ
タ
ー
製
作
所
／
松
林
工
業
薬
品
㈱
／
丸
徳
商
事
㈲
／
㈱
み
ず
ほ
銀
行
静
岡
支
店

医
療
法
人
社
団
リ
ラ
溝
口
病
院
／
三
井
住
友
建
設
㈱
静
岡
支
店
／
㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
静
岡
支
店

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
㈱
静
岡
支
店
／
㈱
村
上
開
明
堂
／
㈱
望
月
商
事
／
㈱
や
す
い
軒
／
㈱
や
ま
だ
い
ち

㈱
や
ま
だ
学
生
服
／
大
和
タ
ク
シ
ー
㈱
／
理
研
軽
金
属
工
業
㈱
／
菱
和
設
備
㈱
／
和
信
化
学
工
業
㈱　
（
五
十
音
順
）



遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

静
岡
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
被
災
事
業
所
に
機
械
を
無
償
提
供

　

商
工
会
議
所
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
な
ど

で
機
械
等
を
流
出・損
壊
し
た
事
業
者
の
復
興
支
援
を
図

る
た
め
、全
国
各
地
の
事
業
者
か
ら
遊
休
機
械
等
を
無
償

で
ご
提
供
い
た
だ
き
、被
災
事
業
所
の
要
望
と
マッ
チ
ン
グ

を
行
う「
遊
休
機
械
無
償
マッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
度
、静
岡
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
様
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
、当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

静
岡
県
内
初
の
マッ
チ
ン
グ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
で
は
事
業

の
早
期
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、機
械
設
備
が
不
足

し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、特
に
工
作
機
械
や
工
具
、

水
産
加
工
機
械
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
強
い
状
況
で
す
。引
き
続

き
無
償
機
械
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

清
水
支
所
経
営
支
援
課　

製
造
業
部
会
担
当

当
所
広
報
誌「
Ｓ
ｉｎｇ
」が

団
体
広
報
紙
の
優
秀
賞
を
受
賞

製
造
業
部
会
等
が

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

　
「
Ｓ
ｉｎｇ
」２
０
１
１
年
８
月
号
が
、平
成
23
年
度

静
岡
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル（
主
催
：
静
岡
県
広
報
協

会
）で
団
体
広
報
紙
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
。審
査

員
か
ら
は「
全
体
を
通
し
て
見
や
す
く
完
成
度
の
高

い
広
報
誌
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。読
み
ご
た
え
の
あ

る
部
会
特
集
と
会
員
事
業
所
向
け
情
報
が
充
実
し

て
い
ま
す
。」と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
㈬
清
水
テ
ル
サ
に
お
い
て
、製

造
業
部
会
と
新
産
業
開
発
振
興
機
構
は

合
同
で
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
、

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
橋
本
久
義

氏
に「
中
小
企
業
の
創
造
力
強
化
術
」と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
日
本
企
業
と
欧
米・ア
ジ
ア

諸
国
の
企
業
の
考
え
方
の
違
い
に
つい
て
説

明
し
、世
界
中
の
製
造
業
が
中
国
に
飲
み

込
ま
れ
て
い
る
中
、日
本
の
中
小
企
業
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
将
来
日
本
は
自
動
車
部
品
王

国
に
な
る
。」と
し
、そ
の
理
由
は「
今
後
世

界
の
自
動
車
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
が
主
流
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。そ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は

部
品
点
数
が
通
常
の
車
よ
り
１
万
点
多
く

な
り
、し
か
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
関
し

て
は
日
本
が
世
界
中
の
特
許
を
取
得
し
て

い
る
こ
と
や
、

安
全
性・リ
コ

ー
ル
の
問
題

な
ど
か
ら
日

本
の
技
術
力

で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
も

の
で
あ
る
た

め
。」と
の
持

論
を
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

パソコン教室開催中
静岡商工会議所

パソコン教室の
お問合せは 専用Tel 054-260-5300

受講料  　　　　
50分 1,000円

パソコンの入門編から、ワード・エクセルなどのビジネス応用編、趣味
の講座（デジカメ、年賀状、ホームページ、インターネット、メールまで）
幅広い研修内容をご用意しています。
月～土曜日まで開講中。午前・午後・夜間など、自由な時間を選んで受講が
可能です。インストラクターが常駐し、わかりやすく研修の補助をします。

受講料は50分1,000円

（　　　　　　　　　　　　　　 ）別途：機器使用料　１時間200円 ※会員は無料
　　 教室維持費　月額1,000円



従 業 員

退
職
金

掛　金

静岡商工会議所

=退職金一時金
遺族一時金
年金

事業所
（事業主）

特定退職金
共済制度の

1
2

3
4

5

将来の退職金を計画的に準備できる！
掛金は一人月額1,000～30，000円で、
増減額も簡単な手続きでＯＫ！
国の制度との重複加入ができます。
過去勤務期間通算の取扱いができます。
（新規事業所に限る）

公共工事の受注業者に関する「経営事項審査」公共工事の受注業者に関する「経営事項審査」
の項目に加点されます。の項目に加点されます。
公共工事の受注業者に関する「経営事項審査」
の項目に加点されます。

特たれぐす 色

静岡商工会議所 生命共済制度生命共済制度生命共済制度生命共済制度
生命
共済制度の

1
2
3
4
5

生命共済制度
会員事業所のみなさまへ

割安な掛金で補償がさらに充実！

割安な掛金で大きな保障！
業務上・業務外を問わず、1年365日・24時間保障！
配当金で掛金負担が軽減！
簡単な手続きで加入できます！(診査不要)
会議所独自の結婚・成人・出産祝金、
事故（傷害）通院見舞金が受けられます。

掛金は全額損金（必要経費）に算入可能
個人事業主は生命保険控除の対象

特たれぐす 色

商工会議所のスケールメリットを活かし、低掛金で充実した補償を実現！
会議所独自の見舞金制度がさらに充実し、メリット大幅アップ！

◎お申込・お問合せは　静岡商工会議所　会員サービス課　☎054－253－5112

静岡商工会議所静岡商工会議所静岡商工会議所
共済制度加入事業所への特典共済制度加入事業所への特典
◎会員制スポーツクラブ「ホークワン」の割引利用
　（施設1日利用で525円）
◎会員制ホテルの利用
◎その他、優待サービスが受けられます。
　（ホテル・映画・ゴルフ・テニス・レジャーランド・エステ等）

共済制度加入事業所への特典

特定退職金共済制度特定退職金共済制度特定退職金共済制度
福利厚生は、まず「退職金制度の確立から…」過去の勤務期間に

さかのぼる積立も可能！※
※最大で過去10年分（新規加入のみ）

掛金は全額損金（必要経費）掛金は全額損金（必要経費）
算入可能だから、算入可能だから、
税金対策にもなります。税金対策にもなります。

掛金は全額損金（必要経費）
算入可能だから、
税金対策にもなります。

退職金は従業員へ直接支払

平成23年度
配当40.5％

共済制度委託保険会社推進員が、ご加入状況の確認のため加入事業所を訪問させていただ
きます。その際にはご協力よろしくお願い申し上げます。



西村　正芳
伊藤　敦子
村松　滋
須釜　清次
望月　徹
塩原　太一郎
谷津　年一
佐藤　淳
宮川　憲
岡嵜　省二郎
荒木　信幸
馬渕　正博
向笠　哲司
小原　正丈
山田　裕
望月　弘樹
杉山　英樹
赤堀　史和
郡　信一郎
石橋　憲明
海野　明美
寺田　亮一
坂田　寛明
前田　隼斗
秋山　拓也
山本　伸固
間　健太郎
青島　智子
深澤　一正
長島　洋介
荒木　久
川口　雅弘
久保田　昭彦
佐藤　正光
小林　京子
平垣　俊之
日吉　泰弘
稲葉　孝
牧野　繁子
渡辺　一央

左官工事
環境デザイン、まちづくりコンサルタント
クリ－ニング
鉄工（製缶、配管）
介護サービス
電気工事
青果販売
居酒屋
旅行業
テント・倉庫の販売、組立
環境保全、エネルギー対策
食品サンプル製造・販売
広告企画、デザイン、その他
レストラン
太陽光発電システム、オール電化販売・施工
新築、リフォーム、店舗改装
自動車修理
鳶・土木
パソコン及び周辺機器の製造販売、その他付帯事業
建築板金
エステ、化粧品販売
知的障害者児施設
自動ドアメンテナンス
ケータリングカー、食品
美容室
桐製品製造
キャラクターコンテンツ開発、商品企画デザイン、マーケティングアドバイス
茶道普及
農産物販売・肥料・農薬・農業資材販売
労働保険・社会保険に関する手続き、相談
建築工事、大工
建設
電気工事
商店街活動
居宅介護支援
食品加工販売
婦人服小売
計算センター
木製小物雑貨卸
食品原材料輸出入

静岡市葵区羽鳥7-17-22
静岡市葵区安東2-22-24
静岡市清水区長崎329
静岡市清水区長崎321-1
静岡市葵区大岩本町23-1
静岡市葵区川合3-12-5
静岡市葵区瀬名7-1-5 -403
静岡市葵区紺屋町12-5 カプチーノビル１Ｆ
静岡市葵区宮ケ崎町87-2
静岡市駿河区下川原6-5-33
静岡市葵区追手町44-1 静岡県産業経済会館６階
静岡市駿河区登呂6-12-13
静岡市駿河区高松2-25-11-206
静岡市清水区相生町1-5
静岡市清水区駒越西1-2-33
静岡市葵区北1664-32
静岡市駿河区下川原6-29-15
静岡市駿河区宮竹1-12-24
神奈川県川崎市幸区堀川町580
静岡市清水区静岡市清水区押切14-2－425
静岡市駿河区谷田5-22 303
静岡市葵区慈悲尾180
静岡市駿河区東新田1-14-25
静岡市清水区殿沢2-1-32
静岡市駿河区八幡5-15-18 育英ビル２階
静岡市葵区飯間223-4
静岡市駿河区泉町7-16 畑ハイツ401
藤枝市田沼1-27-13
静岡市清水区由比東山寺29-8
静岡市葵区北沼上704-4
静岡市駿河区池田1382-116
静岡市駿河区中島3283
静岡市清水区港南町10-2 県営駒越団地Ｂ-406
静岡市葵区横田町2-7
静岡市駿河区池田760-5 －１Ｆ
静岡市駿河区光陽町7
静岡市清水区有東坂363-1
静岡市葵区昭府町1-21-23
静岡市葵区七間町9-5 トレンズビル4F
愛知県名古屋市中川区昭和橋通3-23-1

只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２3年12月1日～平成２4年1月31日の間でご加入された事
業所です。（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

事業所名
㈲西村工業
㈲アムズ環境デザイン研究所
㈱静岡県ドライセンタ－
須釜工業所
㈱エクサス
中部電気水道設備㈱
サン青果
すし居酒屋ふくわらい
㈱サンコートラベル
㈱ＳＥＩＥＩ
静岡県環境資源協会
㈱アールサンプル
ビアンコネロ㈱
パルティーレ＆鉄板焼みなみ
ゆたからんど
建築工房マルモ
ガレージ ワンフィフティ
㈱ユニバース
デル㈱
石橋工業
ｕｎ ｄｅｍｉ ｄｅ ｍｏｄｅ
社会福祉法人明光会
オートドア・メンテナンス㈱
Ｇｙｐｓｙ Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ
美容室ソプラ
ヤマモト
プラネット・プランター
㈳茶道裏千家淡交会 静岡支部
㈱サスタ深澤辰次郎商店
長島社会保険労務士事務所
建築業 荒木
㈱エムツー
クボタ電気
えびす通発展会
（同）紅
㈱日商フーズ
ｃｏｒａｎ
㈲アイケイシイ
マキノ
日本バイオコン㈱

〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して反映する会社を目指す～

コチラマデ

弥生12シリーズの初期設定や日常処理を主としたセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指導も行なっております。
お申し込み、お問い合わせは 当事務所 HP を御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。

今年からは、 “かんたん” “やさしい” だから “いちばん売れている”　弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく

弥生12シリーズ  無料体験教室  開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525
MAIL：info.haratax@gmail.co

～継続して反映する会社を目指す～

会社〈経営〉を会社《継栄》に
自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る

時間／9：30～18：30　　料金／31,500円（昼食代込み）
お申し込み・お問い合わせはお電話でお気軽にどうぞ。　電話：054-277-2525

【中期五ヵ年経営計画作成教室】　随時開催

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

3月19日㈪・4月18日㈬
日　程

4月18日㈬

3月19日㈪

両日とも13：00～14：30
時　間

15：00～16：30

15：00～16：30

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。



昼食付感謝企画
キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

3月 6日（火）～ 9日（金）
3月20日（火祝）
4月10日（火）～13日（金）

昼食付 11,500円
昼食付 16,750円
昼食付 11,550円

3月 1日（木）・ 2日（金）
3月27日（火）～30日（金）
4月24日（火）～27日（金）

10,450円
10,450円
10,450円

感 謝 デ ー

オープンコンペ
☆グランドシニア＆レディス杯 Ｗペリア１位～３位・飛び賞・参加賞
　3月13日（火）・4月17日（火） 11,500円  キャディ付 ４バック

菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

3月27日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
3月28日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



心
を
味
で
伝
え
ま
す
。

厳
選
さ
れ
た
ネ
タ
や
自
家
調
合
の
白
身
魚

用
の
し
ょ
う
油
な
ど
、一
貫
一
貫
こ
だ
わ
り
、

手
の
込
ん
だ
寿
し
を
大
将
と
の
お
し
ゃ
べ
り

と
一
緒
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

コ
ー
ス
料

理
、ラ
ン
チ

タ
イ
ム
要

予
約（
前
々

日
）。

カウンターランチ 2,500円（税込）

会
社
概
要

レストランAOKI
〒422-8066 静岡市駿河区泉町1-27
TEL＆FAX 054-285-0733
E-mail yukosax@yahoo.co.jp

会
社
概
要

寿し乃む佐志
〒420-0001 静岡市葵区井宮町76-1
TEL 054-273-6345

会
社
概
要

ホテルサンルート清水（東亜産業㈱）
〒424-0821 静岡市清水区相生町8-8
TEL 054-352-1221　FAX 054-352-1225
E-mail info@sunroute-shimizu.co.jp

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
PRコーナー 掲載無料

春
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
日
本
料
理
、中
華
料

理
、ど
ち
ら
も
楽
し
め
る
折
衷
料
理
の
３
コ

ー
ス
を
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。飲
み
放
題
を

付
け
る
と
更
に
お
得
！
例
↓
折
衷
料
理

４
，５
０
０

円
＋
飲
み

放
題
１
，

７
０
０
円

の
コ
ー
ス

が
、６
，０

０
０
円
に

て
ご
用

意
！ ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
の

お
得
な「
歓
送
迎
プ
ラ
ン
」３,５００円（お料理）よりご用意

※写真はイメージです

会
社
概
要

庄や 静岡南口店
〒422-8067 静岡市駿河区南町6-1-1F
TEL 054-280-7931　FAX 054-280-7932

庄
や
静
岡
南
口
店
か
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

宴
会
コ
ー
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。【
４
，５
０
０

円（
２
Ｈ
飲
放
付
）↓
３
，５
０
０
円
】①
前

菜
②
サ
ラ
ダ
③
刺
身
６
点
④
オ
ー
ド
ブ
ル

⑤
ボ
イ
ル

ず
わ
い
蟹

⑥
海
鮮

寄
せ
鍋

⑦
雑
炊

⑧
ワ
ッ
フ
ル

詳
し
く
は

お
問
合
せ

下
さ
い
。

庄
や
静
岡
南
口
店 

３
月
限
定

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２H飲放付き宴会コース
4,500円→3,500円（税込）

会
社
概
要

四季の味 彩香（㈲カサイ）
〒420-0034 静岡市葵区常磐町1-5-4 パレスビル1F
TEL 054-252-3737

地
魚
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供

し
て
い
ま

す
。
お
も

て
な
し
や

接
待
に
最

適
な
和
の

完
全
個
室

で
す
。
宴

会
は
20
名

様
ま
で
承

り
ま
す
。

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
が

自
慢
の
割
烹
料
理
店

おまかせ料理 3,500円（税込）～
飲み放題付は5,000円（税込）～

会
社
概
要

割烹田なべ
〒424-0046 静岡市清水区西大曲町1‐3
TEL 054-366-4324　FAX 054-364-3339

新
鮮
な
魚
が
自
慢
。旬
の
素
材
を
使
っ
た
お

食
事
、食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
が
女
性

に
好
評
で
す
。皆
様
の
大
切
な
方
々
と
の
ひ

と
時
を
、温

か
い
サ
ー
ビ

ス
と
笑
顔
で

お
も
て
な
し

致
し
ま
す
。

お
料
理
・
ご

予
算
な
ど
、

遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

歓
送
迎
会
に
は

割
烹
田
な
べ
を
是
非
！

ランチ１,０５０円～、コース料理３,１５０円～
※飲み放題もご相談に応じます

静
岡
駅
か
ら
徒
歩

５
分
！
ラ
ン
チ
は

土
日
祝
日
も
６
０

０
円
〜（
ハ
ン
バ
ー

グ
等
）。夜
は
サ
ッ
ク

ス
を
聴
き
な
が
ら
お

箸
を
使
っ
て
気
軽

に
食
べ
ら
れ
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
レ
ス
ト

ラ
ン
。お
一
人
様
か

ら
カ
ッ
プ
ル
や
ご
家

族
、50
名
様
迄
の
ご

宴
会
を
承
り
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
洋
食
屋

レ
ス
ト
ラ
ン
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
PRコーナー 掲載無料

会
社
概
要

焼きたてパンのお店 モンパルナス
〒420-0884 静岡市葵区大岩本町12-12
TEL 054-245-3301　FAX 054-245-3302
E-mail info@monpa.jp

《
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
》に
て
立
ち
上
が
っ

た
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。岩
手
県
で
採

れ
た
和
胡
桃
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
当
社
オ

リ
ジ
ナ
ル『
和
胡
桃
の
フ
ル
ー
ツ
ｔ
ｅａ
ブ
レ
ッ

ド
』を
新

た
に
発
売

い
た
し
ま

す
。店
頭
・

イ
ベ
ン
ト

会
場
に
て

販
売
中

被
災
地
復
興
支
援

『
胡
桃
仲
間
』企
画
商
品

500円（税込）

手打ち蕎麦たがた（㈱ＡＲＩＧＡＴＯ）
〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-6-7
TEL 054-250-8555

会
社
概
要

江
戸
蕎
麦
の
発
祥
は
今
川
義
元
が
京
都
か

ら
駿
府
に
蕎
麦
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

当
店
で
は
、当
時

の「
駿
府
在
来

品
種
」の
実
を

使
用
し
、ゆ
っ
く

り
と
熟
成
さ
せ

た〝
駿
府
在
来

熟
成
蕎
麦
〞を

提
供
。
豊
か
な

風
味
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

江
戸
蕎
麦
の
ル
ー
ツ

「
駿
府
在
来
熟
成
蕎
麦
」

会
社
概
要

静岡おでんのおがわ
〒420-0867 静岡市葵区馬場町38
TEL 054-252-2548　FAX 054-252-2549

浅
間
通
り
商
店
街
の
コ
ラ
ボ
商
品
と
し
て
、

今
年
か
ら
販
売
開
始
し
ま
し
た
。静
岡
お
で

ん
の
ス
ー
プ
を
染
み
込
ま
せ
た
ラ
ス
ク
に
は
、

風
味
豊
か
な
だ
し
粉
と
青
の
り
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
醤
油
味
が
絶
品
！
お

酒
の
お
供
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
！

『
静
岡
お
で
ん
ラ
ス
ク
』

1袋 250円（税込）

会
社
概
要

清水魚㈱
〒424-0823 静岡市清水区島崎町149
TEL 054-352-0121　FAX 054-353-3812

３
６
５
日
海
の
中
を
泳
ぎ
続
け
る
鮪
の
パ
ワ

ー
の
源
と
言
わ
れ
て
い
る「
ア
ン
セ
リ
ン
」を

抽
出
し
、配
合
し
た
清
涼
飲
料
水
。「
健

康
」・「
鮪
を
無
駄
な
く
使
用
す
る
」こ
の
二

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら「
ま
ぐ
ろ
の
力
」が
完

成
し
ま
し
た
。

業
界
初
！
鮪
の
飲
料
！

「
ま
ぐ
ろ
の
力
」

１本 200円（税込）

会
社
概
要

㈲お茶の勝山園
〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-1-9（水落交番前）
TEL 054-253-3664　FAX 054-252-8918

会
社
概
要

㈱水上房吉商店
〒420-0014 静岡市上桶屋町17
TEL 054-255-0251　FAX 054-251-5781
E-mail mizu0210@dance.ocn.ne.jp

観
光
庁
主
催「
魅
力
あ
る
日
本
の
お
み
や
げ

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」台
湾
賞
受
賞
。創
業

１
４
０
余
年
の
老
舗
の
お
茶
屋
と
し
て
味
に

こ
だ
わ
る
と
共
に
、赤
富
士
、桜
、浮
世
絵

と
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
ら
し
い
お
土
産

デ
ザ
イ

ン
に
し

ま
し
た
。

日
本
の
お
み
や
げ
に

「
台
湾
賞
」受
賞

630円（税込）

駿
河
の
お
国
自
慢
は
富
士
と
お
茶
。丹
精
こ

め
て
育
て
ら
れ
た「
玉
水
」は
、品
評
会
入

賞
高
級
煎
茶
。馥
郁
と
し
た
豊
か
な
香
味

銘
茶
に
、ま
ろ
や
か
な
甘
み
の「
特
撰
玉
露

棒
茶
」を
セ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。支
店
が
静
岡

駅
ビ
ル
パ
ル
シ
ェ
食
彩
館
に
あ
り
ま
す
。

急
須
で
淹
れ
よ
う
！！

静
岡
や
ぶ
き
た
銘
茶
逸
品100ｇ缶2本詰め合わせ箱

2,572円（税込）



掲載事業所募集中！申込方法等の詳細につきましては、下記までご連絡ください。
［お申込み・お問合せ先］総務部 企画課（会報編集担当：西野）TEL 054-253-5111　FAX 054-253-5119

会
社
概
要

㈱東海軒
〒422-8067 静岡市駿河区南町9-1
TEL 054-286-5101　FAX 054-654-6889
E-mail kaikan@tokaiken.jp

会
社
概
要

おもいでの宿 湯の島館
〒421-2301 静岡市葵区梅ヶ島5258-7
TEL 054-269-2032　FAX 054-269-2023
E-mail omoide@yunoshimakan.com

武
田
信
玄
が
愛
し
た
伝
統
あ
る
梅
ヶ
島
温

泉
！！
信
玄
に
ち
な
ん
で
風
林
火
山
と
名
付

け
た
４
つ
の
お
風
呂
を
貸
切
風
呂
と
し
て
ご

利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
お

料
理
は
地

元
素
材
を

ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た

創
作
料
理

が
楽
し
め

ま
す
。

風
林
火
山
の
湯
を
貸
切
風
呂

と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

１泊２食 11,700円（税込）～

会
社
概
要

かつせん
〒420-0934 静岡市葵区岳美1-7
TEL 054-247-7898

ふ
っ
く
ら
ジ
ュ
ー
シ
ー
、衣
は
サ
ク
サ
ク
、こ
だ

わ
り
の
と
ん
か
つ
は
い
か
が
で
す
か
？
ま
た
、

食
べ
応
え
の
あ
る
エ
ビ
フ
ラ
イ
、味
に
こ
だ
わ

っ
た
各
種

丼
、
今
は

旬
の
カ
キ

フ
ラ
イ
、ど

れ
も
自
慢

の
逸
品
で

す
。
お
気

軽
に
お
立

ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
こ
だ
わ
り
の

味
を
お
届
け
し
ま
す

静
岡
駅
南
口
よ
り
歩
い
て
た
っ
た
の
60
秒
！

ど
ん
な
お
集
ま
り
に
も
大
変
便
利
で
す
。

各
種
会

議
、同
窓

会
、歓
送

迎
会
、総

会
後
の

懇
親
会

に
是
非

ご
利
用

下
さ
い
。

東
海
軒
会
館

春
の
味
覚

会
社
概
要

マキノ
〒420-0035 静岡市葵区七間町9-5 トレンズビル4F
TEL 054-251-0817　FAX 054-251-0850
E-mail bara.makino@gray.plala.or.jp

和
柄
石
鹸「
雅
」

石
鹸
に
和
紙
を
貼
り
、水
性
防
水
材
を
塗

布
。手
洗
い
用
と
し
て
製
作
し
ま
し
た
が
、

タ
ン
ス
に
入
れ
た
り
、イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も

使
用
し
て
頂
け
ま
す
。外
国
人
へ
の
お
土
産

に
も
喜

ば
れ
る

と
思
い

ま
す
。

630円（税込）

会
社
概
要

㈱ＪＣ Ｌｉｎｋ
〒420-0853 静岡市葵区追手町1-13 アゴラ静岡5F
TEL 054-221-8244　FAX 050-3737-3804

子
育
て
中
の
働
く
マ
マ
に
！
マ
タ
ニ
テ
ィ
ウ
エ

ア
か
ら
抱
っ
こ
・
お
ん
ぶ・
授
乳
服
、普
段
着

と
し
て
も
使
え
る
お
ん
ぶ
コ
ー
ト（
特
許
出

願
済
）で
す
。バ
ッ
テ
ン
お
ん
ぶ
の
気
に
な
る

女
性
の
胸
元
を
隠
し
て
、お
洒
落
に
お
出
掛

け
も
楽
し
め
ま
す
。ま
た
ボ
タ
ン
の
調
節
で

普
段
着
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

６
Ｗａｙ
の
お
し
ゃ
れ
な

お
ん
ぶ
コ
ー
ト『
マ
マ
チ
ュ
ニ
』

会
社
概
要

アクアショップ ピスケス
〒424-0943 静岡市清水区港町2-6-22
TEL 054-353-4700　FAX 054-353-4701
E-mail info1@a-pisces.com

お
店
や
オ
フ
ィ
ス
で
人
気
の
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

は
い
か
が
で
す
か
？
様
々
な
水
槽
や
熱
帯
魚

か
ら
お
客
様
の
空
間
に
合
っ
た
も
の
を
お
選

び
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
飼

育
の
お
手

伝
い
も
い

た
し
ま
す

の
で
、
お

気
軽
に
お

問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

癒
さ
れ
る
空
間
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す

レイアウト水槽一式 40,000円（税込）～

2011グッドデザインしずおか受賞



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
PRコーナー 掲載無料

会
社
概
要

㈱上田紙工機
〒421-0111 静岡市駿河区丸子新田160
TEL 054-259-0830　FAX 054-259-0863
E-mail info@die-cutter.com

創
業
以
来
ダ
ン
ボ
ー
ル
専
用
打

ち
抜
き
機
を
作
り
つ
づ

け
独
自
の
技
術
開
発

力
で
あ
ら
ゆ
る
反
り

シ
ー
ト
に
対
応
で

き
、製
品
と
カ
ス
を

ク
リ
ー
ン
に
分
離

す
る
カ
ス
ト
リ
ユ
ニ

ッ
ト
を
持
つ
、製
品

加
工
コ
ス
ト
も
消

費
電
力
も
大
幅

減
の
理
想
の
打

抜
き
機
で
す
。

抜
き
に
技
あ
り

カ
ス
ト
リ
に
自
信
あ
り

玄
関
の
上
り
下
り
が
不
安
な
方
へ
、置
く
だ

け
で
手
す
り
が
簡
単
に
構
築
で
き
ま
す
。取

付
工
事
の
必
要
が
な
く
玄
関
に
傷
を
付
け

る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。安
定
感
が
あ
り
安

心
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。介
護
保
険
適

応
商
品
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

置
く
だ
け
タ
イ
プ
。

あ
が
り
か
ま
ち
用
た
ち
あ
っ
ぷ福祉用具貸与 対象品

季
節
感
あ
ふ
れ
る
植
物
で
お
客
様
を
お
出

迎
え
！
玄
関
を
オ
シ
ャ
レ
に
彩
り
ま
す
。お

店
、会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
デ

ザ
イ
ン
で
作
品
を
創
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
植
講
習
会
も
毎
月
開
講
中
！
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

寄
植
で
玄
関
先
を

明
る
く
演
出
し
よ
う
！！

会
社
概
要

矢崎化工㈱静岡支店
〒420-8519 静岡市駿河区小鹿2-24-1
TEL 054-281-0118　FAX 054-286-3988
E-mail nisikawak@yazaki.co.jp

会
社
概
要

㈱興農園
〒424-0053 静岡市清水区渋川226
TEL 054-345-3907　FAX 054-345-1397
E-mail kounouen@sf.tokai.or.jp

会
社
概
要

エイケン工業㈱
〒437-1698 御前崎市門屋1370
TEL 0537-86-3105　FAX 0537-86-3515
E-mail info@eiken-kk.co.jp

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

自
動
車
用
フ
ィ
ル
タ
ー
で
培
っ
た
技
術
を
活

か
し『
車
載
用
超
音
波
式
加
湿
器
Ｍ
ｉ
ｓ
ｔ

＆
ミ
ス
ト
』お
よ
び『
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス（
２

種
類
）』を

当
社
直
販

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ

ッ
プ
よ
り

発
売
致
し

ま
し
た
。

日
本
製
に

こ
だ
わ
り

安
心
の
品

質
を
約
束

致
し
ま
す
。

会
社
概
要

大生機設㈱
〒420-0061 静岡市葵区新富町6-11-5
TEL 054-251-2954　FAX 054-251-0171
E-mail taiseikisetsu@smile.ocn.ne.jp

お
い
し
い
チ
ー
ズ
が
食
べ
た
い
！
オ
リ
ジ
ナ
ル

チ
ー
ズ
を
作
り
た
い
！
簡
単
な
操
作
で
ど
な

た
で
も
使
用
可
能
な
チ
ー
ズ
バ
ッ
ト
。牛
乳

１
０
０
ℓ
〜
２
０
０
０
ℓ
対
応
。さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
チ

ー
ズ
が
作
れ

ま
す
。他
、

ミ
キ
サ
ー
、

モ
ル
ダ
ー
、

熟
成
庫

な
ど
。

簡
単
操
作
の
小
型
チ
ー
ズ

製
造
機
作
り
ま
し
た
！

社会福祉法人 明光会
〒421-1211 静岡市葵区慈悲尾180
TEL 054-278-7005　FAX 054-278-7026
E-mail meikoukai@f4.dion.ne.jp

会
社
概
要

創
立
52
周
年
を
迎
え
る
実
績
の
も
と
、知

的
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
多
種
多

様
な
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。笑
顔
溢

れ
る
雰
囲

気
と
自
然

に
囲
ま
れ

た
環
境
で
、

個
々
に
応
じ

た
安
心
・
安

全
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
・

提
案
を
行

っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
の
総
合
的

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す



掲載事業所募集中！申込方法等の詳細につきましては、下記までご連絡ください。
［お申込み・お問合せ先］総務部 企画課（会報編集担当：西野）TEL 054-253-5111　FAX 054-253-5119

会
社
概
要

静岡セントラル商事㈱
〒422-8034 静岡市駿河区高松1549
TEL 054-236-1654　FAX 054-237-2722
E-mail s-central.1654@ny.tokai.or.jp

清
潔
な
快
適
環
境
づ
く
り
の

お
手
伝
い…

環
境
に
配
慮
も
せ
ず
薬
剤
な
ど
を
む
や
み

に
散
布
し
て
、害
虫
を
駆
除
、死
滅
さ
せ
る

だ
け
で
は
総
合
防
除
と
は
い
え
ま
せ
ん
。「
環

境
に
優
し
い
」が
世
界
共
通
の
流
れ
で
す
。

私
た
ち
は
、

未
来
の
好

ま
し
い
環

境
づ
く
り

を
目
指
し

て
害
虫
対

策
に
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。

会
社
概
要

プラネット・プランター
〒422-8066 静岡市駿河区泉町7-16-401
TEL 054-270-8885　FAX 054-270-8886
E-mail info@pla-pla.com

消
費
者
を
和
ま
せ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り

出
版
社
と
の
絵
本
制
作
、全
国
誌
の
連
載
、

企
業
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
、そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
て
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
設
計
な
ど
、デ
ザ
イ
ン
と
戦
略

を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
提

案
を
し
、

設
立
当
初

か
ら
数
々

の
賞
を
受

賞
し
て
い

ま
す
。

会
社
概
要

十慈会あんどう鍼灸接骨院
〒420-0882 静岡市葵区安東2-8-17
TEL 054-245-6850

「
痛
み
の
原
因
と
な
る
と
こ
ろ
」に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、早
期
回
復
、

生
活
の
質
の
向
上

を
は
か
っ
て
い
ま

す
。仕
事
や
学
校

の
都
合
で
診
療
時

間
内
に
来
院
で
き

な
い
患
者
さ
ま
に

は
、早
朝
や
診
療

時
間
終
了
後
の

治
療
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

グ
キ
ッ
と
い
っ
た
ら

あ
ん
ど
う
鍼
灸
接
骨
院

会
社
概
要

HEDS
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 清水産業情報プラザ703号室
TEL 054-368-4520　FAX 054-368-4521
E-mail info@heds.jp

元
自
衛
官
に
よ
る
自
衛
官
の
た
め
の
訓
練

用
品
企
画
開
発
事
業
。こ
れ
は
売
れ
る
の
で

は
と
い
う
モ
ノ
募
集
中
。自
衛
隊
へ
の
販
路

拡
大
も
ご
相

談
下
さ
い
！

企
業
向
け

F
acebook

導
入
支
援

も
出
来
ま
す

の
で
、お
気

軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ

い
。 自

衛
隊×

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

FB講師90分 12,000円（税込）～

初
釜
・
春
秋
茶
会
・
月
釜
・
研
究
会
等
の
年

行
事
が
あ
り
ま
す
。伊
勢
丹
茶
会（
４
／
12

〜
）参
席
。４
月
11
日
よ
り
初
心
者
講
座
を

静
岡
労
政
会

館
で
開
講
し

ま
す
。日
本
の

伝
統
文
化
を

一
盌
を
手
に
季

節
の
移
ろ
い

と
共
に
学
び

ま
し
ょ
う
。お

気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

「
裏
千
家
茶
道
」

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
！！

会
社
概
要

㈳茶道裏千家淡交会 静岡支部（青島宗智方）
〒426-0061 藤枝市田沼1-27-13
TEL 054-635-0189　FAX 054-636-8520

会
社
概
要

ディズニーフィギュアコレクターショップ（萩原建築模型）
〒420-0075 静岡市葵区五番町6-8
TEL＆FAX 054-253-2444
E-mail shopmaster@disney-angelsmile.jp

世
界
中
の
多
く

の
コ
レ
ク
タ
ー
か

ら
親
し
ま
れ
て

い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
、

厳
選
し
て
お
手

頃
価
格
＆
送
料

無
料
で
お
届
け

す
るLE

N
O
X

、

W
D
C
C

、ア
ル

マ
ニ
ー
の
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。 県

下
唯
一
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

フ
ィ
ギ
ュ
ア
シ
ョ
ッ
プ



し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

㈱トムス ＤＭ（ダイレクトマーケティング）事業部

星座 ： おうし座　血液型 ： O型　趣味 ： 日本酒、ライブ、美術館めぐり
TEL ： 054-273-8811　　　　　

竹内裕美さん

東亜工業㈱　代表取締役
静岡商工会議所青年部 平成23年度 専務理事

星座 ： かに座  血液型 ： A型  趣味 ： サッカー、ゴルフ
TEL ： 054-353-3458

渡邉久寿さん

　

今
み
な
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る「
Ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
」を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
会
報
誌
を
、封
入

封
緘
し
、メ
ー
ル
便
で
お
届
け
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。発
行
者
様
の
情
報
を
期
日
ま
で
に
み

な
さ
ん
の
も
と
に
届
け
る
た
め
に
、封
入
封
緘
↓

配
達
員
↓
会
員
様
の
も
と
へ
配
達
↓
住
所
不
明

な
ど
で
返
品
に
な
っ
た
会
員
様
へ
の
住
所
確
認

と
い
っ
た
一
連
の
作
業
を
、迅
速
に
正
確
に
行
う

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
ず
っ
と
静
岡
で
暮
ら
し
て
い
て
、静
岡
の

お
茶
や
日
本
酒
が
大
好
き
で
す
。お
茶
や
お
酒

の
場
は
、「
ほ
っ
」と
安
心
で
き
、み
ん
な
が
仲
良

く
な
れ
ま
す
。

　

先
日
、お
世
話
に
な
っ
て
い
る
酒
屋
さ
ん
の
は

か
ら
い
で「
正
雪
」を
造
っ
て
い
る
由
比
の
㈱
神

沢
川
酒
造
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、静
岡

酵
母
で
醸
し
た「
静
岡
型
吟
醸
酒
」の
美
味
し

さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
静
岡
を
知
ら
な
い
方
々
に
静
岡
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

当
社
で
は
主
に
空
調
の
ダ
ク
ト
工
事
・
保
温
工

事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。大
き
な
ビ
ル
や
工
場
、

店
舗
に
至
る
ま
で
、様
々
な
空
間
に
清
潔
な
空

気
を
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、皆
様
の
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
貢
献
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

政
令
指
定
都
市
で
あ
る
こ
の
静
岡
市
は
、海

も
あ
り
山
も
あ
る
、交
通
の
便
も
よ
く
、気
候
も

温
暖
な
こ
の
土
地
。私
が
小
さ
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
、清
水
港
か
ら
見
え
る
富
士
山
は
最

高
の
景
色
で
す
。全
国
か
ら
来
ら
れ
る
方
々
に
お

話
を
聞
く
と
、と
て
も
羨
ま
し
が
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
こ

の
環
境
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
、青
年
部
と
し
て
も
、様
々
な
切
り
口

か
ら
も
っ
と
静
岡
の
良
さ
を
外
部
に
発
信
し
て

人
を
呼
び
込
み
、地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
静
岡
の

良
さ
を
も
っ
と
発
信
！

「
ほっ
」と
安
心
で
き
る

静
岡
の
お
茶
や
日
本
酒

ちゅう すん

本　　店：静岡市清水区本郷町５番１３号　中駿ビル１F
　　　　　　　　　　　　　TEL054－365－3456
静岡支店：静岡市葵区日出町１番地の５　石川ビル１F
　　　　　　　　　　　　　TEL054－254－2670

組合の融資事業
事業を始めたばかりでも対象となりますか？
始めたばかりの方も、これから事業を始める方も対象になります。
事業計画などをお聞かせ下さい。

不動産を持っていないのですが…
200万円以下なら信用取引（無担保取引）が可能です。
又、第三者所有の担保提供による取引も扱っております。

急に資金が必要になったのですが…
まず、お問い合わせください。条件が整えば5日以内の融資実
行も可能です。

昭和27年創立

／イハラグループ



日興美術株式会社

台湾

櫻井幹一郎さん

日興美術株式会社　代表取締役社長

Kanichiro Sakurai

翻訳者のネットワークと
翻訳支援辞書ソフトの開発で
企業媒体の多言語展開を支援

取
引
先
の
メ
デ
ィ
ア
制
作
、梱
包
、

発
送
業
務
を
代
行

　　

当
社
の
取
引
先
は
、１
業
種
１
社
に
し
ぼ
っ
て

い
ま
す
。機
密
保
持
に
努
め
る
一
方
、お
客
様
の

中
に
入
り
こ
ん
で
、す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
を
制
作

し
、さ
ら
に
今
ま
で
お
客
様
が
個
別
に
発
注
し
て

い
た
も
の
を
当
社
が
一
括
管
理
し
、部
品
の
調
達

か
ら
梱
包
、発
送
ま
で
を
代
行
し
、作
業
効
率
の

向
上
と
低
コ
ス
ト
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
、当
社
が
カ
メ
ラ
を
入

れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、取
扱
説
明
書
、Ｃ
Ｄ‐

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を

制
作
し
、ス
ト
ラ
ッ
プ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
は
外
部
調
達

し
、そ
れ
ら
を
す
べ
て
藤
枝
工
場
で
セ
ッ
ト
し
て
、御

前
崎
港
か
ら
当
社
の
九
州
配
送
セ
ン
タ
ー
へ
、そ
こ

で
残
り
の
不
足
分
を
セ
ッ
ト
し
検
品
を
し
て
、１
日

12
回（
２
時
間
お
き
）に
配
送
、納
品
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、企
業
は
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
結
び
つ
く
投
資
を
行
な
い
た
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
社
で
は
、こ
う
し
た
形
で
の
コ
ス
ト
削

減
の
提
案
を
し
て
、取
引
先
の
新
規
開
拓
に
努

め
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
企
業

メ
デ
ィ
ア
の
多
言
語
展
開
を
支
援

　　

当
社
が
い
ち
早
く
海
外
戦
略
を
進
め
ら
れ
た

の
も
、製
品
の
輸
出
割
合
が
80
〜
90
％
を
占
め

る
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
て
、業
務
を
展
開
し

た
結
果
で
す
。１
９
８
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
ベ
ル
ギ
ー
の
翻
訳
会
社

と
の
業
務
提
携
を
経
て
、欧
米
に
現
地
法
人
を

設
立
し
、デ
ザ
イ
ナ
ー
や
翻
訳
者
と
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。英
文
以
外
の（
英
文
は

日
本
で
作
成
）30
ヵ
国
以
上
の
言
語
に
よ
る
マ
ニ

ュア
ル
制
作
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
で
海
外
の

翻
訳
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
の
で
、欧
米
の
現
地
法
人
は
廃
止

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、翻
訳
支
援
辞
書
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
、

過
去
の
翻
訳
文
章
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。こ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
翻
訳
ス
タ
ッ

フ
の
手
間
を
減
ら
し
、短
納
期
で
精
度
の
高
い
翻

訳
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

台
湾
の
現
地
法
人
で
は
、中
国
む
け

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作

　　

デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
は
国
内
で
製
造

し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
売
上
比
率
が
高
い
で
す
が
、

自
動
二
輪
車
や
パ
ソ
コ
ン
は
、東
ア
ジ
ア
に
製
造

拠
点
を
移
し
て
全
世
界
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、台
湾
に
製
造
拠
点
を
も
つ
自
動

二
輪
車
メ
ー
カ
ー
を
支
援
す
る
た
め
、１
９
９
５

年
、台
北
市
に
静
興（
股
）有
限
公
司
を
設
立
し

ま
し
た
。現
地
ス
タ
ッ
フ
が
マ
ニュア
ル
や
サ
ー
ビ
ス

資
料
を
中
国
語
か
ら
中
国
語（
北
京
語
か
ら
広

東
語
）、北
京
語
か
ら
英
語
・そ
の
他
の
言
語
に

展
開
す
る
作
業
を
行
な
い
、そ
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
制
作
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
国
の
重
慶
市
に
拠
点
を
置
く
日
系

の
新
商
印
刷
有
限
公
司
に
は
、指
導
者
の
派
遣

や
技
術
の
供
与
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
の
よ
う
な
円
高
で
も
、価
格
競
争
力
の
あ

る
日
本
製
品
は
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
海
外
で

販
売
す
る
た
め
、マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
多
言
語
展
開

は
今
後
も
増
え
て
い
く
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

日興美術株式会社

え
て
い
く
と
予
測
し
て
い
ま

デジタル化を推進し、CD-ROM・DVDへ展開

櫻井幹一郎社長



　
「
ダ・イ
ケ
ダ
」は
、南
幹
線
か
ら
南
に
入
っ
た

閑
静
な
住
宅
地
の
中
に
あ
り
ま
す
。１
９
７
５

年
か
ら
オ
ー
ナ
ー
の
池
田
八
郎
さ
ん
が
経
営

し
て
き
た「
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｐ
コ
ッ
ク
」を
息
子
の

池
田
光
寿
さ
ん
が
受
け
継
ぎ
、２
０
０
９
年
に

イ
タ
リ
ア
料
理
店
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

 

池
田
光
寿
さ
ん
は
、東
京
で
９
年
、イ
タ
リ
ア

で
３
年
半
、修
業
。東
京
で
は
、食
材
の
美
味
し

さ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
イ
タ
リ
ア
料
理
の

技
術
を
学
び
、イ
タ
リ
ア
で
は
、本
場
の
料
理

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、イ
タ
リ
ア
人
の
郷
土
と

伝
統
を
愛
し
大
事
に
す
る
気
持
ち
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。帰
国
後
、自
分
の
店
を
ど
こ

で
開
こ
う
か
と
考
え
た
と
き
、素
晴
ら
し
い
食

材
が
あ
ふ
れ
て
い
る
静
岡
に
注
目
し
ま
し
た
。

 

本
日
の
料
理
は
、前
菜
が
静
岡
県
産
有
機
野

菜
の
盛
り
合
わ
せ
。パ
ス
タ
が
特
選
和
牛〝
静

岡
そ
だ
ち
〞の
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
の
ソ
ー
ス・自

家
製
手
打
ち
パ
ス
タ・パ
ッ
パ
ル
デ
ッ
レ
。メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
が
駿
河
湾
の
新
鮮
魚
介
の
ス
ー
プ
仕

立
て
。締
め
の
リ
ゾ
ッ
ト
が
桜
エ
ビ
と
セ
リ
の
リ

ゾ
ピ
ラ
フ
。デ
ザ
ー
ト
が
丹
那
牛
乳
を
使
っ
た
パ

ン
ナ
コッ
タ・池
ヶ
谷
さ
ん
の
作
る〝
紅
ほ
っぺ
〞を

添
え
て
。自
家
製
パ
ン
。食
後
の
ド
リ
ン
ク
。静

岡
県「
食
の
都 

仕
事
人
ウ
ィ
ー
ク
」（
〜
３
月

中
旬
頃
ま
で
）に
協
賛
し
て
創
作
し
た
、静
岡

の
食
材
を
使
っ
た
コ
ー
ス（
３
９
０
０
円
）で
す
。

　

ワ
イ
ン
は
、イ
タ
リ
ア
の
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を

も
つ
美
穂
さ
ん
が
、料
理
に
あ
わ
せ
て
選
定
。

　
「
ダ・イ
ケ
ダ
」は「
池
田
さ
ん
ち
」と
い
う
意

味
。自
分
の
家
に
招
く
よ
う
な
気
さ
く
な
雰

囲
気
で
、家
族
が
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
、楽
し

い
会
話
を
交
わ
す
、し
あ
わ
せ
な
時
間
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】
【所在地】

昼：1500円～。夜：季節の旬の食材
を使ったコース仕立て3800円～。
アラカルトもあり。詳細はＨＰに掲載。
昼11時30分～14時。夜18時～
21時30分。火曜＆第３月曜夜定休。
テーブル席26席、駐車場９台。
静岡市清水区有東坂1-224-272
TEL ０５４‐346-4434

http://www.p-kokku.com

池田光寿氏シェフ

閑年し池イでさ技を伝じで材菜

自家製パン、桜エビとセリのリゾピラフ、駿河湾の新鮮魚介のスープ仕立て、特選和牛〝静岡そだち〟の赤ワイン煮込みのソース・自家製手打ちパスタ・パッパルデッレ、
静岡県産有機野菜の盛り合わせ、丹那牛乳を使ったパンナコッタ・池ヶ谷さんの作る〝紅ほっぺ〟を添えて、コーヒー

富士→

清水区役所→

三保→

JR清水駅

あいネット
ホール

←静岡

←静岡

←静岡

吉野家

さと

やまき
桜ヶ丘
病院
日本平
↓

イオン

富士→清水清水
ICIC
清水
IC

国道1号線国道1号線国道1号線

南幹線南幹線南幹線

東名高速東名高速東名高速
国道1号線バイパス国道1号線バイパス国道1号線バイパス

桜橋狐ヶ崎

ウインダーウインダー
ランドランド
ウインダー
ランド
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発
刊
31
年
、清
水
区
最
大・最
強
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
ベ
イ
プ
レ
ス
」で
す
。

毎
月
２
回
、約
７
万
の
軒
先
へ
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
。話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
衣

食
住
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報
満

載
。人
気
コ
ー
ナ
ー
は
読
者
参
加
型
の

「
マ
イ 

エ
ス
パ
ル
ス
」。ベ
イ
プ
レ
ス
読
者

が
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
選
手
に
直
接
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、読
者
目
線
で
レ
ポ
ー
ト

す
る
コ
ラ
ム
で
す
。ピ
ッ
チ
で
は
見
せ
な

い
選
手
の
素
顔
が
の
ぞ
け
る
か
も
。只

今
、読
者
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
で
す
。

詳
細
は
ベ
イ
プ
レ
ス
編
集
部
ま
で
。

株
式
会
社
ベ
イ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

試合日程
Jリーグ ディビジョン1

お問合せ／（株）エスパルス　TEL：054-336-6301

第1節
第2節
第3節
第4節

名古屋グランパス
サンフレッチェ広島
柏 レ イ ソ ル
コンサドーレ札幌

豊 田 ス
アウスタ
柏
アウスタ

3／10（土）

3／17（土）

3／24（土）

3／31（土）

14:00

15:00

19:00

18:30

節 試合日 対戦チーム 競技場

ア
フ
シ
ン・ゴ
ト
ビ
監
督

　

エ
ス
パ
ル
ス
で
の
２
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
、非
常
に
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
。ま
た
、エ
ス
パ
ル
ス
が
誕
生
し
て
、20
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
シ
ー
ズ
ン
に
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い

る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。フ
ァ
ン
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
へ
の
想
い
は
熱
く
、こ
こ
が
私
の
ホ

ー
ム
で
あ
る
と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
た
め

に
も
魅
力
的
な
サ
ッ
カ
ー
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
経
験
と
い
う
の
は
私
の
人
生
の
中
で
、絶
対
に
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。エ
ス
パ
ル
ス
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
多
く
の
挑
戦
を
し
て
き
ま
し
た
。フ
ァ

ミ
リ
ー
の
絆
は
深
ま
り
、こ
の
先
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム

と
な
る
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
開
幕
を
前
に
、よ
り
良
い
チ
ー
ム
と
な
る
た
め

に
、組
織
が
正
し
く
動
き
始
め
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

戦
術
力
と
チ
ー
ム
の
融
合
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
エ
ス
パ
ル
ス
に
お

け
る
成
功
の
カ
ギ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、長
い
シ
ー

ズ
ン
の
中
で
、良
い
時
、悪
い
時
は
必
ず
あ
り
ま
す
。た
だ
、い

か
な
る
時
で
あ
っ
て
も
、長
い
道
の
り
を
互
い
に
支
え
合
い
、

共
に
乗
り
切
っ
て
栄
光
を
つ
か
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「
一
」on

e
te
a
m
,o
n
e 

m
ission.

で
す
。チ
ー
ム
と
皆

さ
ん
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、悲
願

の
頂
点
に
立
つ
た
め
に
、今
シ

ー
ズ
ン
も
我
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
与
え
、共
に
戦
っ
て
く
だ
さ

い
。見
て
い
て
ワ
ク
ワ
ク
し
、し

か
も
勝
利
を
掴
む
こ
と
が
で
き

る
サ
ッ
カ
ー
を
お
見
せ
で
き
る

よ
う
我
々
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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㈱東海軒 駅弁ラベル

　

東
海
道
鉄
道
は
、明
治
22
年（
１
８
８
９
）２
月
１
日

に
国
府
津
〜
静
岡
間
、４
月
16
日
に
静
岡
〜
浜
松
間
が

開
通
。新
橋
〜
静
岡
間
は
７
時
間
半
で
、上
り
下
り
と

も
１
日
４
本
。こ
の
年
の
静
岡
駅
の
乗
降
客
数
は
年
間

33
万
人
、１
日
平
均
９
９
４
人
で
し
た
。

　

東
京
鉄
道
局
は
、工
事
関
係
者
の
食
事
の
世
話
か
ら

人
夫
の
斡
旋
、用
地
用
材
の
買
い
上
げ
に
至
る
ま
で
日

夜
親
身
に
な
っ
て
鉄
道
敷
設
工
事
を
助
け
た
米
穀
商
の

加
藤
滝
蔵・カ
ク
夫
妻
に
対
し
て
、静
岡
駅
構
内
で
の
立

ち
売
り
営
業
を
明
治
22
年
12
月
１
日
に
承
認
し
ま
し
た
。

当
時
の
弁
当
は
、握
り
め
し
３
個
に
沢
庵
４
切
れ
を
添

え
て
竹
皮
に
包
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

明
治
25
年
１
月
の
大
火
で
加
藤
弁
当
店
は
全
焼
。そ

の
片
付
け
を
し
て
い
る
加
藤
カ
ク
さ
ん
の
姿
を
見
た
魚

屋
が
見
舞
い
に
置
い
て
い
く
甘
鯛
を
煮
て
鯛
そ
ぼ
ろ
を

ご
飯
に
か
け
た
と
こ
ろ
、甘
い
味
付
け
と
軽
い
舌
ざ
わ
り

を
子
供
が
喜
ん
で
食
べ
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
れ
を
汽
車

弁
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
考
え
、板
前
に
味
付
を
研
究

さ
せ
た
の
が「
鯛
め
し
」の
お
こ
り
で
す
。「
鯛
め
し
」は
明

治
30
年
、発
売
と
同
時
に
大
当
り
し
、明
治
・
大
正
・
昭

和
・
平
成
の
四
代
に
わ
た
り
、駅
弁
の
ベ
ス
ト
３
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
３
年
４
月
、田
中
富
次
郎
氏
、平
尾
久
晴
氏
、加

藤
竹
次
郎
氏
の
共
同
経
営
に
よ
る「
東
海
軒
」が
創
業
。

大
正
末
期
に
は
、上
等
弁
当
と
鯛
め
し
を
中
心
に
十
数

名
が
ホ
ー
ム
で
立
ち
売
り
し
、安
倍
川
餅
と
山
葵
漬
も

好
評
を
得
ま
し
た
。お
茶
は
、静
岡
県
茶
業
組
合
連
合

会
議
所
が
提
供
す
る
一
番
茶
を「
お
茶
は
静
岡
、山
は
富

士
」の
文
字
と
一
筆
書
き
の
富
士
山
を
入
れ
た
信
楽
焼

の
土
瓶
で
販
売
し
、静
岡
茶
を
宣
伝
し
ま
し
た
。

　

駅
弁
ラ
ベ
ル
は
、当
初
は
木
版
刷
り
で
し
た
が
、明
治

34
年
か
ら
は
石
版
２
色
印
刷
と
な
り
、昭
和
初
期
に
な

る
と
石
版
４
色
印
刷
で
静
岡
の
名
所
を
鳥
瞰
図
風
に
描

い
た
美
し
い
ラ
ベ
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

株式会社 東海軒
静岡市駿河区登呂6-5-35
ＴＥＬ.０５４‐287‐5171
http://www.tokaiken.jp

静岡駅での販売風景 東海道新幹線開通記念（昭和39年）「お茶は静岡」の文字と富士山が入った汽車土瓶

静岡の観光地を鳥瞰図で紹介する上等御弁当のラベル（昭和3年）

昭和天皇御大典記念（昭和３年）

みかん型フレームに日本平を描く（昭和5年）

鯛めし（大正3年）

サンドウィッチ（大正3年）
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